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べて軽量形鋼で堅牢軽錘です。

要はなく，地ならしだけで建てられ

ル式で，組みたて・解体が簡単です
統一されていて，応用自在です。

て，奥行の伸縮が可能です。
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営業品目

①アサヒのワイヤローフ．⑥久保田のヂィーゼルエンヂン
②マッカラーチェンソー⑦久保田の発電機
③南星式集材機⑧金谷の安全タワー捲取機
④岩手富士集材機⑨山林用/、ウスrキノロツヂ」
⑤トラクテルチルホール⑩その他林業機械
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仙台市本荒町
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1

現 場技術者に望む

常務理事沢田秀邦

最近の統計によると，昨年の木材輸入量は13百万nl3余,4億ドル余で鉄鉱をしのぎ原材料輸入額

では石油，綿花について第3位になっている。石油，綿花，鉄鉱等は昔から不足資源の代表とされて

きたので別に不思議はないが，木材については，国土面積の％の森林を擁しているだけに何か割りき

れぬものがある｡しかも木材の輸出額が輸入額の半ばにも達しない状態で，国際収支ひいてはわが国

経済の発展に及ぼす影響が憂慮されるのである。

一方，木材の国内生産面をみると’農山村人口の減少傾向が著しく，次第にその生産特に育林事業

の障害となっている。これは艇林業の後進性に基づくものとふられ,.農業ではすでに農業基本法を主

軸にしていろいろ対策が誰ぜられている。林業では林業基本法（案）（目下国会で審議中）を基に打

開策がねられているようであり，そのねらいは，要するに，木材需要の増大と林業労働力の急減をカ
バーして林業の発展を進めるため’木材生産量の増大と労働生産性の向上ならびに林業従事者の所得

の増加をはかる，ということのようである。

将来の林業は’木材生産量の増大に努めるとともに，従来より一層経済との結びつきを強め，かつ

労働生産性の向上に重点をおいた経営を行ない，しかして労働者の所得増加と生活の向上安定をはか
ることによって，その労働力を確保してさらに発展する，という方向に進むべきであろう。このため

には，適切な施策が必要であり’また当然’それを支えるだけの林業技術の向上がなければならな

い。

林業は同じ土地産業である艇業にくらべてさえ’比較にならぬほど試験研究に長期間を要する。そ
のため，技術の進歩が遅いばかりでなく，また当初から完成された技術を望むことがむずがしいので

ある。一般に、技術、が確立されるには,基礎研究一実用化試験一事業化の段階がふまれる。実用化

試験ではいろいろ条件をかえて試験され，十分なデーターが整えられてはじめで箸技術、として通用

するのであるが’林業の場合は一回の試験に要する期間が非常に長く，条件も複雑過ぎるので，研究

者の試験には限界があり’ある程度不完全のまま実用に移さざるをえなく，しかして実用過程で現場

技術者が研究補足する，つまり、歩きながら考える方式、で，、未熟な技術、（これを技術といえる

かどうかの論議は別にして）が現場技術者の手で育てられた。すなわち，林業では，研究と技術の間

に明確な一線は画し難く，林業技術は現場技術者の長年の努力によって育成され，向上してきたので

ある。

今後さらに，木材生産増大の面では育種，林地肥培，耕転植栽等，また，労働生産性向上の面では

林道その他生産地施設の改善，機械化の促進，薬剤の利用等の、未熟な技術、をいろいろ取り入れて

いかねばならぬであろう。

その際現場技術者は自然をよく観察し’その法則性を把握し，自然の力を最大限に利用するこ

と，また，常に遠い将来を見通し，経済的観念に基づいて総合的に判断を下すことが必要であり，着

実に研究を重ね’新しい技術の完成を目ざしつつ’一歩一歩その成果を拡大していくことが大切であ

る。

以上は私見と希望であるが，現場技術者諸賢が，わが国林業の現状と自己の使命を深く洞察され，

林業技術の向上，林業の発展に一層ご尽力されんことを切望する次第である。〔東京営林局計画課長〕
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会人としての良心を持つべきである。そうでなけ

ればこれらの人には近時問題化している工場から

の汚水や害煙に対して非難を浴びせる資格はない

以上のように述べてくると正しい意味の林業とは

林産物生産という経済目的と同時に林業の活動舞

台である林木と林地によって榊成される森林の保

全を計る事業といわざるをえない。同時に，治山

ば単に荒廃山地の復旧に止まらず現在ある森林の

保全，さらに進んでは危険の未然防止を目的とす

る予防治山までを含むようになってくる。

次に広い意味の林業と治山の関係の説明に入る

わけであるが，これも思いつく数個の話題に関連

させて書き下していくことにする。
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治山と林業

〔東京大学艇学部〕

荻原貞夫

《
》
ｊ
雀

この題は本誌の編集者からの申し出であり，治

山を専門とする私に対しては当然のものである。

林業における治山の重要性については今までに多

くの人が意見を述べており，私自身もいく度とな

く所見を発表してきた。一般に対するPRは国土

緑化・国土保全・治山治水などの諸団体が毎年行

なう定期大会における宣言や決議などに反ぷくさ

れているもので十分である。この意味で今度の依

頼原稿にはいささか当惑せざるをえない。正面か

ら取り組むとすればきわめてお座なりなものにな

ってしまうことは明らかである。あれやこれや思

案の末，少し変わった構想でまとめて糸ることに

する。

そしてまず林業と治山の定義から始めよう。林

業を単に木材を主とした林産資源を利用する経済

事業と解し，治山を荒れた山地の復旧と定義す

る。この場合には治山ば林産資源の増加という点

で意味を持つに過ぎない。そして，もし林産物の

経済価値が治山事業を上回らなければ治山は不要

ということになる。今日の経済状態の下ではこの

ような場合の方が多いようである。しかし経済偏

重の人ﾉ:rでもこの考え方に全面的に賛成するとは

考えられない。この理由は林業を単なる経済事業

として割切ろうとする人々でも森林の公益的効果

を期待する気持をどこかに持っているからであろ

う。

要するに林業生産の永続を望む場合にはいうま

でもなく，一時的の収益を目的とするような伐木

事業であっても伐木実施後の林地は次代の森林が

成立しうるような状態に残すべきであるという社

◆ ◆●

1960年の晩夏北米合衆国太平洋岸シアトル市で

第5回世界林業会議(VthWorldForestryCo-

ngress)が開かれた。この主題は『森林の多目的

利用』であって，同会議の議長合衆国林野局長マ

ッカードル博士は次の5項目を上げた。

1．（利用）水

2．林産物

3．放牧

4．野生鳥獣

5．レクリエーション

これを一覧して私どもは何か物足らなさを感ず

る。それは「治山治水」「国土保全」など森林の

防災面の公益機能が入っていないことである。私

自身この会議に出席して同報告を聞いたとき直ち

にこの点に疑義を抱いた。しかし，その後冷静に

考えてみると次のように理解された。それは問題

が多目的利用というのであるから利用の面ではさ

し当り現在のアメリカでは上記項目が考えられる

ということである。森林が存在して始めてこれら

の利用が考えられるのであって，これがなければ

問題にはならない。したがって森林の存在の大前

提としての保全の必要は自明の理で，今さら改め

ていうまでもないことと解すべきである。

アメリカで保全思想が一般に普及している一例

として私は次の経験を紹介したい。同国を旅狩中

のあるとき林業とは全く関係のない一人の老婦人

『
と

。
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その周辺の保全をしなければならない。このドラ

イブウエイは日本の山岳地帯の道に比べればほる

かに立派で堅牢である。よほどの雨でなけ論,ぱビ

クともしない。もし切取斜面の上方に崩れが起こ

ったとしても崩土の大半はこの道で食い止めうる

と思われる。災害後にブルなりトラックなりでそ

の崩土の始末をすることは容易であろう。金はか

かるかも知れないが人間が計画的に行なう土砂の

移動は災害の形を採らず，むしろ土砂を必要とす

る地点にまで運搬することによって利益さえ上げ

うるのである。もし，これだけの幅の棚がなげれ

ば崩土が全部渓谷に落ちて貯るわけである。大雨

の際の出水はこれを下流に押し流すが，出水によ

る土砂の動き方は必ずしも人間の予想通りで嫁な

く，これが水害の主因となるのではないか』

以上は世界林業会議で発表した私の報告中の

「開発と保全の並行」という主張をそのままこの

場所に当てはめたものである。一生懸命に暗誌し

ていっただけにまずい英語もかなり通じたらし

く,L氏は熱心に聞いてくれた上「おもしろﾙ､思

想だ」と讃めてくれた。そこで私もお礼の心算で

「この考え方の元はあなた方の国から輸入した総

合計画の思想ですよ」といったらL氏はニッコリ

笑った。

と話をしたことがあった。私の職業を聞かれて

Forester(森林家）だと答えると，彼女は『ああ，

Conservationist(保全家）ですね』というのであ

る。これが日本だったら『ああ，材木屋さんです

ね』ではなかろうか。

今 ●今

次はつまらぬ自慢話で，これもアメリカでので

きごとである。前記世界林業会議の後で南下し，

ロスアンジェルスに来て同市の背景をなしている

サンガプリエル山系の治山を見せて貰った。案内

してくれた人は同市周辺の衛星都市を含むロスア

ンジェルス郡の洪水対策委員会の副技師長L氏で

あった。ロス市とサンガブリエル山系はちょうど

わが国の神戸と六甲山系を大形にしたような恰好

であるが，山系の荒れ方は前者の方が一層はなは

だしい。しかし，この山中を舗装したドライプウ

エイが縦横に走っているのはさすがアメリカであ

る。ある視察箇所でL氏が次のような説明をし

た。「道路関係の連中はどこでもかまわずこのよ

うに道を造るので山が荒れる。困るのは私たち

だ｣。かれは洪水関係の技術者であるからこうい

ったのである。ところが私にはそう見えなかっ

た。ドライブウエイは立派な舗装で切取斜面はも

ちろんのこと盛土部分もかなり入念に仕上げてあ

る。渓流に砂石を供給するのはこの地方特有な年

平均降雨量370mmという乾燥気候に基づく乾燥

浸食(dryerosion)である。そして10数年おきに

たまたま発生する冬季の集中大雨が渓流に貯った

砂石を押し流して下流に水害を起している。L氏

の説明を聞いた後，私は次のように所見を述べ

た。

『あなたのいわれることは山岳地帯の道路に対す

る保全技術者の慣習的な批判である。日本にも同

じようなことがあった。しかし今日では林道技術

者が保全事業の非生産性を責め，保全技術者が林

道工事の荒廃促進性を非難する愚かさから脱却し

た。両事業とも必要である限り互いに協洲し補足

し合っていかなければ損であることを悟ったから

である。道がなければ奥地の保全はできないし，

道路の機能を十分発揮させるためには少なくとも

､~

蓮
江

◆◆◆
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外国のことばかりでなく自分の国に話題をとろ

う。つい先頃京都大学で日本林学会大会を催した

が，その帰途に最近私どもの間で有名になった岐

阜県の石原林業を見に行った。これは石原林材株

式会社の経営する約1,000haの山林で県のほぼ中

央で岐阜市から約100kmに位している。この山

林が有名になったのはいろいろの林業的試験を実

施している点であり，その中でもスギの大穂の直

挿に成功しているのは注目に値する。社長石原光

春氏の長男猛志君は京都大学林学科出身，女婿の

神田俊也氏はその同級生でこの2人が常務取締と

いう陣容である。したがって京都大学や県の林務

部および県の林業試験場の指導協力を十分活用し

て近代的な経営を行なっているわけであるぴ

私がここを訪れたとき岐阜市から若い石原君ｶミ

瓦
一
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車に同乗してくれたので約3時間半の道すがらい

ろいろ話し合う機会が持てた。話の中で石原君は

次のようなことをいった。

「私には山林所有者が合理的な林業経営を行なっ

ていれば，そのこと自体が治山治水に貢献するも

のと考えられるのですが，どうでしょう」。きわ

めて平凡な当りまえのように聞える言葉であった

が私は深い興味を覚えた。それは「立派な森林が

存在すること」というのではなく「合理的林業経

営を行なうこと」という点である。

わが国では昔から河川上流に立派な森林があれ

ば下流に水害は起こらないという信仰があった。

これは上流が荒れている場合と森林で被われてい

る場合との経験に基づく全体的な比較統計の結果

であり，この事実は認めてもよい。しかし一方詳

細に見れば人手の加わらぬ奥地の未開発林にも自

然崩壊は発生している。その数ば少なくその崩壊

による流出土砂は全山荒廃している場合のそれに

比じて小さいとはいえ，自然崩壊が発生すれば下

流は水害に悩む。わが国のような地形・地質・気

象条件の下では山谷渓流の浸食は急ピッチで行な

われている。急斜山腹の燗郷の浸蝕が進めば山崩

発生の危険は増大する。そしてこの発生防止は森

林被ふくの優良さの承でよく果しうるものではな

く，床固や砂防ダムによる渓流固定などの予防措

置が必要となる。このような人工的な予防措置は

危険発生の初期であれば比較的に少額の経費で能
率的に実施しうる。「小破補って大破に至らしめ

ぬ」とは至言であり，とくに治山治水には実行し

て欲しい原則である。

「合理的な林業経営」の内容についてはいろい

ろの意見はあろうが，少なくとも遊牧式な伐木事

業でないことは当然である。あえて純粋な保統林

業とまで限定しなくても林地としての資格を喪失

するようであってはならない。新しい語を借りる

ならば保全的林業経営とでもいってもよいであろ

う。いずれにせよ単に保存するばかりでなく，生

産を伴う林業経営ならばその森林は常に人間の看

視下におかれるわけである。したがって前述のよ

,うな林地崩壊の危険性を早期に発見する可能性も

多くなる。その林地の生産性が大きければそれだ

け予防措置に対する意欲も高まるわけである。要

するにこれからの林業経営は，

森林の利用一森林を保全一森林による保全

でありたいものである。

◆ ◆ ◆

最後にしめくくりをしなくてはならないわけで

あるが，それはごく簡単に「森林法に忠実であ

れ」というだけに留める。参考までに同法第1条

を記すれば次のようである。

「この法律は森林計画，保安林その他の森林に関す

る基本的事項及び森林所有者の協同組織の制度を定め

て，森林の保護培養と森林の生産力の増進を図り，も

って国土の保全と国民経済の発展とに資することを目

的とする」

森林法は時代の推移に伴い数度改正されて内容

も多少変わってきているが国土保全を重視する点

に変わりはない。なお忘れてならぬことは最初の

森林法は明治30年に公布され，同年公布された砂

防法，その前年29年に公布された河川法とともに

治水3法と呼ばれた事実である。

最近国会に提出された林業基本法案は国民経済
の発展に立遅れたと見なされる林業の安定とそれ

に挑わる者の地位向上を目標とすることを提案理

由としている。したがって条文もほとんど林業総
生産の増大・生産性の向上・林業者の所得増大･･･

.などの語句で埋められている。しかしこの法中

に申し訳のように出てくる次の文こそ忠実に守ら

れなければならぬ事項であることを忘れてばなら

ない。

第1条中「･……あわせて国土の保全に寄与する

ため････．．」

第4条の2中「･－･国土の保全その他公益的機

能を有する国有林野については，その機能が確保

されるように努めるものとし…･･･」

《
》
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強く要請されてきました。このような情勢に対処

するため，林業生産の増大と生産性の向上，木材

需給と価絡の安定等を図るための施策の一環とし

て，林業金融の円滑化に資する債務保証制度を剣

設することとなったものであります。

2．林業信用基金制度の概要

この制度はご承知のとおり，中小規模の林業を

営まれている方女が，林業の改善のために必要態

資金を金融機関（この制度では融資機関といって

います｡)から借入れしようとするさいに，この債

務を保証することによって，信用を補完し，その

資金の借入れを容易にすることを目的としてい童

すが，この制度でいう林業の範囲には，従来一般

に考えられていた育林から伐木までの段階のほ

か，林業種苗の生産業と木材製造業（一般製材，

単板，枕木，床板，下駄材，チップその他木材の

第一次加工業）が含まれています。したがって，

適用の範囲はかなり広くなっていますが，第二次

の木材加工をする合板製造業とか家具，建具その

他の木工業には適用されないことになっていま

す。また，林産物の売買だけを行なう，いわゆる

流通業者も除かれています。なお，薪炭の生産と
鋤タケ，チ賭の生産については従来の一般林
業の範囲内にあるものとして扱かわれています。

（1）資本金

資本金は政府の出資金と都道府県，および林業

者等の出資金によって構成されていますが，この

制度でいう林業者等とは次のとおり定められてい

ます。

(ｲ）林業を営む者（会社の場合は資本金もしくは

出資金の総額が1,000万円以下であるか，また

は常時使用する従業者の数が300人以下である

ものに限り，個人の場合は常時使用する従業者

の数が300人以下のものに限ります｡）

㈲森林組合および森林組合連合会

例林業を営む者が直接または間接の構成員とな

っている中小企業等協同組合，農業協同組合お

よび農業協同組合連合会

昨年10月1日基金設立当時の資本金は林業者等

特に木材関係者の積極的な出資によって，予想を

大きく上回り，85,312万円と‘なりましたが，その
出資内容は次のとおりです。

－一

b

|林業信用基金
制度について
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〔林業信用基金〕

小栗千’ 栗千代 ｜
｜

士
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昨年10月1日，林材業界の爽望をになって，設

立された林業信用基金も，その後半歳を経て，第

2年度に入ることになりましたが，その間，林野

庁，都道府県をはじめ，関係者の方女のご指導と

ご協力によって，内部体制の整備とともに，業績

も逐月上昇いたしまして，昭和38年度末までに約

16億円の保証実績を挙げることができました。

しかし，この制度は何分にも林業界としては全

く新しい制度であり，かつ設立後日も浅いため，

その趣旨，内容等理解されていない向もあって，

まだ十分には活用されていない状況にあります。

このような事情から，基金としては，ブロック

会議の開催,機関紙,業務案内等の発行,都道府
県主催の説明会への出席その他あらゆる方法でP

Rにつとめていますが，現在，基金の組織は中央

に1カ所の事務所を有するだけで，地方に手足を

持たないため，全国の4千人に近い出資者をはじ

砥，1万を越える金融機関の窓口や関係業界全般

を対象として,'制度の普及徹底を図ることはなか

なか困難な状況にあります。このため，都道府

県，関係団体等に積極的なご指導をお願いしてい

ますが，さらに広く，林業関係者の方女のご理解

あるご協力を得まして，この制度を活用し，わが

国林業の健全な発展に資したいものと念願してい

ます。以下，この制度制定の趣旨と制度の概要と

をご紹介してご参考に供したいと思います。

1．林業信用基金制度制定の趣旨

林業信用基金制度制定の趣旨については，昨年

10月1日付の農林事務次官通達にも明らかにされ

ていますとおり，最近国民経済の著しい発展に伴

なう林産物需要の急速な増大とその需要幟造の変

化，他産業との所得格差の増大等食から，林業経

営の改善とその就業者の所得の向上を図ることが

＝2
L

世

識
・
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一

巴
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政府35,000万円

都道府県4,876〃

林業者等45,436〃

計85,312〃

（注）都道府県分は北海道，岩手，秋田，山

形，富山および鹿児島の計6県分

その後残りの都府県について再募集の結果，

昭和38年度末までに16患254万円の出資があり，
したがって都道府県出資額は合計21,130万円と

なりましたので，3月31日現在の出資金の総額は

101,566万円となりました。

さらに，政府はこの基金制度を充実するため，

今国会において，法律の一部改正を行ない，昭和

39年度に35,000万円の追加出費をされました。こ

のため，4月末現在の資本金は136,566万円とな

っています。

この政府の追加出資に伴ない，都道府県，林業
者等についても，さらに出資の募集を行なうこと

となり，目下その準備が進められています。
（2）出資1口の金額

出資1口の金額は1万円となっています。した

がって，出資者となる資格をもっている者は，誰
でも基金の募集に応じて1口1万円を単位として
何口でも出資することができることになっていま

すが，基金としては，この制度の一つの目的であ
る林業界の組織の育成強化とこの制度の活用上か

らできうるだけ協同組合を組織し，組合として一

括出資されるよう望んでおり，また，個別に出資

される場合にもなるべくまとまった出資を希望し
ています。

（8）出資者

政府のほかこの基金に出資できる者は，都道府

県および林業者等ですが，このうち都道府県の出
資は，政府の出資と同じ性格のもので，各都道府
県内の林業振興のために出資されることになって

いますが，林業者等については，この基金に参加

して，債務の保証をうけようとする者が出資する

ことになってい菫す。いいかえれば，この制度に

よる債務の保証をうけようとする者は必ず出資者

とならなければなりません。しかし，単位組合ま

たは連合会が出資している場合には，その直接の

組合員または会員は，その出資を利用して保証を

うけることができます。

（4）役職員

4月末現在の役職員の数は，理事長，理事2

名，非常勤理事7名，監事1名，職員28名となっ

ていますが，理事2名のうち1名（まだ任命され

ていません）は今回の法律改正により増員された

ものであり，さらに職員についても若干増員され

る予定になっています。

（5）評議員会

主として出資者の意見を基金の業務運営に反映

させるため，理事長の諮問機関として，出資者お

よび学識経験者のうちから農林大臣が任命した評

議員20名によって構成された評議員会が設けられ

ています。

（6）業務

基金の業務の内容については，業務方法書に詳

しく規定されていますが，その概要をわかりやす

く説明しますと次のとおりです。

(ｲ）融資機関

基金の業務は，前にも述べましたように，林

業者等が林業の改善に必要な資金を融資棲関か

ら借入れる際に，その債務を保証することです

が「債務保証の決定」以外の事項については，

業務の1部を融資機関に委託することができる

ことになっています。このため，出資者の保証

依頼の申込象，信用の調査,保証料の徴収，求

償権の管理回収その他の事務を融資機関にお願

いしています。

基金の委託をうけて，基金の保証付貸付ので

きる融資機関の範囲は法令で定められています

が，これらの融資機関のうち，実際に基金の委

託をうけてこの業務を取り扱うためには，基金

との間に債務保証に関する約定を締結しなけれ

ばなりません。4．月末現在でこの約定を締結し

ている融資機関の数は次のとおりです。

①農林中央金庫，②商工組合中央金庫，③都

市銀行（12)，④信託銀行（6），⑤地方銀行

（63)，⑥相互銀行（72)，⑦信用金庫（266）

計421．

回憤務保証の対象となる資金

保証をうけることのできる資金は，次の三種

類の資金〔設備（ホダ木を除く）の新設、また

、

《
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す。この加算額の算出方法は次のとおりで

す。

都道府県加堺額=｡×十×1C ，

a＝出資者の出資額

b=都道府県内林業者等の総出資額

c＝都道府県出資額

しかし，単位組合の組合員が組合の出費を

利用して保証をうける場合は100万円が限度
です。

鯛保証の範囲

基金で保証する範囲は，借入金の元金，利息，

遅延損害金の合計額の80％です。

㈲保証料

保証料は被保証額（貸付額の80％）につ↓､て

日歩2厘です。

(ﾄ）保証の手続

出資者が保証をうけるときば，基金と約定を
締結している融資機関と借入れについて相談の

うえ債務保証依頼書その他必要な書類をその融
資機関を通じて基金に提出することになってい

ます。

㈱代位弁済

債務者が弁済期限到来後3月を経ても俄務の

1部または全部を職行しない場合には，融資機
関の請求によって，基金は債務者に代り保証債

務を弁済します。

× ××

この制度は以上のように，債務を保証すること

によって，林業者等の信用力を補完し，資金の借
入れを容易にするための制度であり，公庫あるい

は金庫のように，自から資金の貸付を行なう機関

ではありません。したがって，融資機関の協力が

是非とも必要であり，原資補給等の問題も起こっ

てきますが，基金としては，出資金をなるべく地

方の銀行等に預金して，その協力を得られるよう

つとめています。

終りにのぞみ，関係者の方禽のご協力によって

この制度がますます発展し，わが国林業の経営の
改善に大きく寄与できますことを期待して，むす
びといたします。

、

は改良に必要な資金は除かれる〕です。

①直貸資金

これば出資者である林業者等が，次の事業

を行なうために必要な資金です。

(a)素材の生産（立木の購入，伐出等）

(b)製材（特殊製材を含む。以下同じ｡)の

ための素材の購入，運搬

(c)林業種苗生産ための種苗の購入，苗の

育成

(d)薪炭生産のための原木の購入
●●●●●●●

●●

(e)シイタケ，ナメコの生産のためのホダ

木の原木の購入

②転貸資金

これは出資者である単位組合または連合会

が，その直接の職成員となっている林業者等
に対して，①にあげた事業資金を貸付けるた

めに必要な資金です。

③共同購入資金

これば出資者である単位組合または連合会

がその直接または間接の構成員となっている

林業者等に対して，次の林業用資材を購入，

保管または運搬するために必要な資金です。
(a)素材の生産に必要な立木

(b)製材に必要な素材

(c)林業種苗

(d)林業種苗の生産に必要な種苗

(e)薪炭の生産のために必要な原木
●●●●●の●

(f)シイタケ，ナメコの生産のために必要
●G

なホダ木の原木，種苗

(9)薬剤

(h)肥料

ﾔ･ウ借入期間⑳最高限度

保証をうけて借入れられる期間はその資金の

1回転の期間を基準としますが，その最高限度
●●●●●●●

は1年（林業種苗，シイタケ，ナメコの生産資
金は3年）です。

㈲保証金額の最高限度

①基金は資本金額の10倍まで保証することが
できます。

②出資者は，それぞれの出資額の20倍に，そ

の出資者の住所地の都道府県出資による加騨

額を加えた額まで保証をうけるこ．とができま

鍔
ｑ
Ｘ
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までのしあがった。まさに隔世の感ありというべ

きで，このような短期間に，このように著名にな

った疫病は世界的にゑてもきわめてめずらしい。

されば本病の将来に対する判断および防除に対す

る考え方に若干の混乱が起こっているようにも見
受けられるので，乞われるままにこれらについて

筆をとり，またいささか私意を述べさせていただ

くことにする。
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カラマツ先枯病

防除対策の現状と私見

本病の試験研究と防除基本要項

国立林業試験場では北海道支場において以前か

ら細｡々 と研究を行なってきていたが，これに対す
る予算はとりたててあげられてはおらず，したが

ってほとんど病原菌に関する事項に限定されてい

た。昭和37年度にはようやく世論のあと押しもあ

って当試験場の場内操作によって若干の予算が計

上され，北海道，東北両支場でやや本格的な試験

ができる運びとなり，昭和38年度には農村水産技
術振興費によってこれが新規テーマとして認めら
れるにおよび北海道，東北両支場および本場の各

樹病部門をあげて本病の試験研究に総力を結集す
ることにした。北海道大学艇学部においてもこと

に本病に深い関心を持たれ，薬剤防除を主体とし
た強力かつ精力的な研究が行なわれた。一方，昭

和3祥には林業薬剤協議会が発足，この病害部会
に加わる磯薬メーカーの研究陣の協力も得られ防
除薬剤の開発的試験研究が意欲的になされて今日
に至っている。

本病の本格的な試験開始と同時にこの総合的防
除法樹立のために次の要項をかかげて問題解決の
目標とした。

（本誌No.250,P.19～20,1963年参照）
（1）検疫

（2）伝染源の除去

（3）無病菌の養成

（4）環境回避

（5）樹種混交

（6）保護樹帯造成

（7）抵抗性クローンの利用

（8）被害林の処置

上の諸事項のうち(4)，(5)，(6)，および(7)は，い

わゆる林業的予防法の範ちゅうに入れられるもの

伊藤一雄
〔腱林省林業試験場〕 《

季

、
全
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本病はきわめて悪質な疾病でカラマツ造林の脅
威陣なるだろうということはかなり以前から専門

家の間ではよく知られていた。しかし，当時は一

般林業技術者に本病の重要性を認識してもらうこ
とはなかなか容易でなかった。

昭和30年10月，筆者は招かれて北海道における

本病の激害林を視察する機会を得たのであるが，
本病を憂慮する良心的な現地技術者の切なる願い

は「この重要性を認識して早急な対策をたてるよ

う，中央官庁のお偉方に伝えてほしい」というこ

とであった。「しかし一介の研究者にすぎない筆
者にそのような力があるわけはないが……」とい

う反語に対して「雑誌その他の印刷物に大灸的に

書いてぼしい」という。筆者は「書くことは書く
が，それをお偉方が読んでくれなければ何にもな

らない。、病曼いという名が出ているだけでお偉
方はその記事を敬遠して読まないであろう。それ

よりもあなた方の上司である部長，局長にこの惨

たる被害林を見てもらった方がより効果的ではな

いか」と笑い話になったことであった。

本病のP.Rがその後,大之的に行なわれ,調査

が進むにつれて，昭和35年当時には微をたる被害
面積しか知られていなかったものが，38年末には
北海道，東北地方をあわせてその面椴は10万ha

を越す数字になった。一方本病に対する認識も急
ピッ,チで上昇し，南のマツクイムシに比肩するこ
のサキガレビョウと本邦林業における二大悪疫に

〆蠅
、
会
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われた。すなわち有機水銀剤の1種EMP水和剤

(ルベロン)100p.p.m.液に苗木の地上部を約10分

間浸積，のちとり出して直ちにビニールあるいは

ぬれムシロで3時間内外被覆する，いわゆる苗木

の休眠期浸績被覆消瀞法とよばれるものである。

本法は早春開葉前に行なうもので秋山出苗木に対

しては薬害のため現在のところ適用できない。苗

木に対しては無害でしかもその中に潜在する病原

菌を完全に近い状態で殺すとは，どだいムシのよ

い話である。それだけにカラマツの芽のふぐら承

の状況によっては薬害を起こす危険が多分にある

から，本法の実施にあたっては国立林業試験場の

指導をうけることがのぞましい。なおこれは苗木

消毒法として潜想がすぐれている点から農業・園

芸方面でも多大の関心をしめしているようであ

る。

（3）造林木の治療北大農学部の数カ年の試験

成績はシクロヘキシイミドあるいはこれとTPT

Aの配合剤を病樹に散布することによって樹勢が

回復し，著しい治療効果をしめしている。そし

て，シクロヘキシイミド単剤よりもシクロヘキシ

イミド+TPTA剤がより効果的であるといって

いる。

具体的なやりかたとしては，次の薬剤のいずれ

かを7月上旬～8月下旬，15日間隔で4回（3回

でもかなりの効果がある)，毎回haあたり300I,

地上散布または空中散布する。

1）シクロヘキシイミド水和剤(5p.p.m.液，

展着剤6cc/101添加）

2）シクロヘキシイミド(5p.p.m.)+TPTA

(200p.p.m.)水和剤（展着剤6cc/101添加）

林業薬剤調査委員会では上記2薬剤について航

空機による空中散布を含めて規模の大きい事業化

試験を実施する段階だとしている。

2．林業的予防法

本病の発生および被害と環境，特にカラマツ生

育期における風との関連性についてはその解析が

著しく進み，本病汚染地域における植栽地選定の

目やすとするいわゆる気象的回避法の基礎資料は

ようやく整い，また保謹樹帯の本病防除効果も実

験的に確認された。樹種混交等造林技術の工夫に

よる本病にかかりがたい林の作り方，仕立て方な

である。

防除試験の現況

われわれが現在とりあげている先枯病研究の諸

項目はいずれも最終的には本病の能率的な防除を

目的とするものであるが，これらのうちより直接

的なことがらについて，現在まで得られた試験研

究成果の概要を次に述べる。

1．防除薬剤

本病防除に薬剤を使用するとしておよそ次の3

つの分野がある。すなわちその1は苗畑における

予防，その2は山出苗木の消灘，その3は被害林

木の治療である。この方面の研究は各界の協力に

よって急速に進み，今やきわめて明かるい見通し

が得られるようになった。

（1）苗畑における予防薬剤北大股学部，国立

林業試験場および林業薬剤協議会のこれまでの試

験成績はいずれも，抗生物質シクロヘキシイミド

（アクチジオン，ナラマイシン）およびこれと他

剤の混合剤が顕著な予防効果をしめし，他の薬剤

はこれらに遠く及ばない。林業薬剤協議会の付置

機関として斯界の権威者で構成される林業薬剤調

査委員会では本年2月，シクロヘキシイミドおよ

びこれとTPTA(有機スズ剤）の混合剤を苗畑

における予防剤として実用に供してよろしいとの

結論を出した。ただし，シクロヘキシイミドを主

剤とする殺菌剤は他の薬剤とその性質を大いに異

にするので，厳正な使用法に従わなければならな

いから，当分の間北大農学部，あるいは国立林業

試験場等の指導によって実施するように勧告して

いる。

具体的な使用法は，シクロヘキシイミド剤（3

p.p.m.[p.p.m.は100万分の1の濃度すなわち1,000

′の水に19をとかしたもの])またはシクロヘキシ

イミド(3p.p.m.)+TPTA(150p.p.m.)に展

着剤（グラミン等。薬液10/あたり6cc)を加え，

1m2あたり150～200cc(200ccを越えてはならな

い）を散布する。散布は6月下旬～9月中旬，10

～14日おきに6～9回行なうものとする。

（2）山出苗の消毒苗木内にひそむ病原菌を殺

し，しかも苗木に薬害をおこさずにこの目的を達

する消瀞法の研究は国立林業試臘錫によって行な
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かとの説をなす人がいる。もちろんこれは何の裏

付けもない憶説にすぎない。本病は北海道，東

北，茨城以外に分布しないといったが，実ほ山梨

県にも発生したことがあるのである。筆者は昭和

34年,0月，富士吉田市県営苗畑でわずか数本なが

ら先枯病罹病苗を確認し，その伝染経路は北海道

からさし穂としてとりよせたオオシュウカラマツ

に潜入して病原菌がここに持ちこまれ，これを伝

染源としてカラマツ苗木が罹病したことが判明し

た。直ちに罹病苗を完全焼却することによってそ

の後のまん延を阻止することができた。

外国の例としては'900年ごろ，北米合衆国にお

いて，自国の育苗によれば短期間に造林計画を完

遂することができなく，また欧州の苗木がより安

価だという理由から植物病理学者の警告を無視し

て大量のストローブマツ苗木を輸入，これに病原
菌がついて侵入，その後米国のストローブマツ，

モンチコラマツその他のゴヨウマツ類に惨害を与

えて今日でもその対策に苦心している発疹さび病

の例が世界的に著名である。

（2）伝染源の除去苗畑等で本病の著しいまん

延をみるのは，付近にあるカラマツの防風垣，防

風林が罹病，これが伝染源となっていることが判

明，その後これら伝染源の除去が励行された結

果，きわめて顕著な成果があがっている。かつて

は70影以上の罹病率をしめした苗畑で，これをや

った結果，薬剤無散布でもわずかに数％に低下し

た例はたくさんある。

（3）苗畑における薬剤散布実用に供し得る薬

剤が見出されたことはすでに述べたとおりであ

る。昭和39年度から民有林関係に対しては林野庁

指導部長通達により，また別に国有林関係でも歩

調をそろえて薬剤防除を実施するよう措置が講じ

られたやにきき及んでいる。われわれとしてはよ

り効果的でより使用容易な薬剤の開発的研究を今

後も続行するが，現在とりあげられている薬剤を

徹底して使用し，防除の実をあげてほしいと念願

している。

（4）山出苗木の消毒新たな造林を行なう場

合，苗木が保菌者となって被害林分を形成しない

ためにも苗木の消毒を行なってほしい。苗畑にお

ける予防薬剤散布だけではどうしても完全とはい

どについては問題の性質上今後さらに数年間の試

験研究を必要とするであろう。

防除対策私見

科学的な防除対策の樹立は試験研究結果に立脚

したものでなければならないことはいうまでもな

い。されば本病はまれにゑる悪疫とみとめられて

以来，わ熱われ研究者側は行政方面と密接な連絡

をとりつつ，試験研究成果をとり入れたその時そ

の時の最も新しい防除対策策定に遺漏ないよう努

力してきた。そしてまた今後もこの方針には変わ

りないつもりであり，それがまた試験研究機関の

当然のつとめだとも考えている。

昭和37年9月に本病は森林防疫法のいわゆる法

定伝染病に指定され，これと前後して諸種の行政

措嚴がとられ，今後ますますこれが強化拡大され

る気運にあることは一面まことに結構である。し

かるに他面，最近ようやく試験研究面と行政面に

ところどころギャップができばじめたように感じ

られるのは筆者の思いすごしであろうか。これが

杷憂に終れば幸いであるが，筆者の承るところを

卒直に述べさせていただく。もしも筆者の偏見，

独I折にすぎないことがらがあれば，その不明を謝

すにやぶさかではない。

（1）検疫本病の分布は現在北海道，東北6県

および茨城県に限られている。この病気が遠隔の

地に運ばれて新たな発病地をつくるのはほとんど

の場合苗木に病原菌が潜在して持ちこまれるので

ある。それで汚染地域から未汚染地域に苗木を移

入することは本病の蔓延上絶対に避けるべきであ

る。この観点にたってわれわれは汚染地域（北海

道，東北6県，茨城県）から未汚染地域へのカラ

マツ苗木移動禁止の法制化を強く要望してきたの

であるが，まだ実現していない。種苗法によって

ある程度これは規正できるともきいているが，カ

ラマツ苗木の移動範囲は非常に大きいといわれて

いるので誠に憂慮にたえない。立法化にあたって

はいろいろの困難性もあろうがぜひふゑきってほ

しいものである。

先枯病菌は北海道や東北6県でこそ猛威をふる

っているが，気候風土の異なる甲信地方にこれが

侵入しても，たいしたことにならないのではない

《
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えない。これと山出しの際の浸積消毒が併用され

てぼぽ絶対安全といえるであろう。われわれとし

ては山出苗木の消毒を造林作業の一環として義務

づけるべきだと考えている。この作業は確かに経

費がかかり，手数もかかるが，先枯病のような悪

質な病気に対してはぜひとりあげるべきで，要は

行政面の決断にかかっていると思う。

（5）被害林木に対する処置伐期に近い林木で

微害程度のものならば実害はあまりないとゑてよ

いであろう○しかし,中害程度の大部分および激

害程度のものでは肥大成長はほとんどしない。そ

れでこれらに対する処置はおのずからきまるわけ

であるが，伐期に近い微害木でもこれから病原菌

の胞子が飛散して伝染源になることはいうまでも

ない。私見によれば約10年生以下の激害木の全部

および中害木の大部分はほとんど成林の見込桑は

ないであろう。中害木の一部および微害木では環

境にもよるが手段をつくせば何んとか伐期までも

たすことができそうである。この見方が中心にな

ってここ数年間病林木の伐採焼却処置がとられて

きたものと承知している。すなわち，成林の見込

のない林木，伝染の最前線となって伝染源胞子の

供給源となる被害林木を伐採するのが本筋である

べきだが，実際そのように行政指導され，実施さ

れたであろうか。

最近造林木に対する薬剤散布にある程度見通し

が得られたことから，ワーッとばかりにこれに飛

びついてきた。そして一足飛びに航空機による空

中散布を事業的に実行しようとする気運さえ濃厚

である。深い関心をもって期待してくださること

ほまことに結構であるが試験研究成績をよく見た

-上で慎重であってほしい。たしかに地上散布によ

る薬剤の防除効果ははっきりと承とめられている

ことはすでに記したとおりである。一方空中散布

で猿haあたり300ノのいわば稀薄液大量散布で

地上散布に近い防除効果をあげた試験成績はあ

る。しかじ航空機による場合はどうしてもhajb

たり60I以下の濃厚液少型散布法をとらざるを得

ないのであるが,これに関する試験研究成績はぼ

とんど絶無といってよい。それで昭和39年度には

林業薬剤協議会を中心にして，北大腱学部，林野

庁，国立林業試験場が協力して空中散布の事業化

試験を大規模にとりあげる予定になっている。

この試験成績をみた上で行政面の判断，措置が

とられるべきで，航空機散布のはなやかさにげん

惑されたわけでもあるまいが，民有林がやるそう

だから国有林もやらなければおくれをとる，とい

ったようなせっかちなことがもしあるとすれば，

はなはだなげかわしいことといわなければならな

い。試験研究機関の確かな保証があるにもかかわ

らず，ポリオ（小児まひ）の国産生ワ‘クチンをな

かなか服用させようとしない慎重な日本人にもあ

るまじぎことと思われるがいかなものであろう

か。

これとは全く別に，造林木に薬剤散布すること

は林業上採用できることではないという意見の人

もある。すなわちカラマツ林に毎年haあたり数

千～数万円の経費をかけて，これを伐期まで数十’

年継続することは経済的に引き合うわけはないと

いうのである。たしかに果樹栽培における薬斉職

布の考え方でこれをとりあげるとすればそれは誤

りであろう。また反対に，だから薬剤を全く使わ

ずに林業的予防法だけでいくのだというのもまた

両極端である。被害造林木にいくら薬剤を散布し

たとて病原菌を絶滅させることは不可能である。

われわれが造林木に薬剤を散布するのは著しく高

まった病原菌密度をこれによって急激に低下さ

せ，菌が残っても，また枝が小を侵されても被害

という形で現われるのを防ぐ・のがねらいで，した

がって菌密度がはなはだしく高い林地では最初は

かなりの薬剤散布を行なわなければならないだろ

うが，その後は発生予察的考えと見方もとり入れ

て被害をおさえるに足る最少の散布にとどめて伐

期までもっていこうというのである。造林的予防

法をとったとて，被害はある程度でることがある

であろう。この場合も上と同じ考えかたで薬剤を

使ったらどうか，というのである。

× ×

× ×

－11－
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カ ラマツの

結実性促進

について

百瀬行男
諜状はく皮による雌花芽の着生状態

〔関東林木育種錫長野支場〕
1963．5．25処理，1944．4月うつす

はじめに（ﾄ）室内栽培では花芽の分化期前に灘水をひかえる。

カラマツは結実年齢に達するのがおそく結実間断年数3．花芽の分化と結実の関係

も比較的長いので，育種年限を短縮するためには早い時結実促進をしてタネを生産するためには結実の良否と

期に必要に応じて結実させたり，花紛をとることができ被害が大きな因子である。結実の良，否は花芽の形成の
るような処理が必要である。良否と密接な関係があり，両全花をつけるものでは花芽

ここではそういう趣旨から今までに試みた結実促進処の形成はそのまま結実とむすびつくが，カラマツや主要

理で実際に応用しているものについて報告する。ご批判造林樹種は雌雄一家のものが多く，これらは花芽のうち

とご教示をいただければ幸いです。雌花芽泓形成されなければ結実とはむすびつかない。力

1．カラマツの結実習性（注1）ラマツは花芽の形成は比較的容易であるが，雌花芽の形

第1表カラマツの結実習性

《
》
必

花 芽 種類の
花芽の分化期

7月中・下旬 (懲曇曇蕊)｜（撫忌窪縄菱）
瀦難の糖|騒騒|“種位 雌 花

㈹主枝には結実せずほとんど側枝に結実する。

(句主枝の5～4年生以降から分枝した側枝から花芽をつけ
る。

レウ主枝の5～6年生枝以降から分枝した側枝に球果をつけるc

㈲球果の側枝の先端は2～3年生枝で先が止っているもの
が多く，1年生枝が着いているものはろ～5cmのわずかな
伸びのものが多い。

L

一
段
》
〆
》

球果の着く状態

(注1）花芽の形成される位置と，さらにその花芽が発達して開花結実するぱあいの球果の蒲生状態を一括して結
実習性とよぶ。

撫 職騨凄“｜駕嘉“果樹で花芽の分化促進にあたっての栽培上の処篭とし〃結実の良．不良．

（ｲ）葉元の日当りを良くすること。するまでの実止り。
（ﾛ）チッソ肥料の過用をさけること。 タネの生溺（ｲ)雌雄性器の完全度

（ﾛ)親和性
ヤウ葉を大切に保護すること。

倒援粉
㈲摘果を適当に行ない果実をならせすぎないこと。

｛鯛艤鑿
㈱環状はく皮や断根を部分的に行なう｡(普通は行な

’､被害・
わない)。

㈲が､’木につく．こ4嫁庭果樹のぱあい)。
静－"－



施肥の適量は土壌条件・気象条判等によってそれぞれ

ちがいがあり，たいへんむずかしいが，実行した例は次

のとおり。1ha当りN20～50kg,P20660～150kg.K20

40～100kg

また施肥にあたってはha当り50～100kgの石灰をあ

わせて施用した。

(ﾛ）機械的な処理を行なう結実促進

この方法は環状はく皮･まきじめ･根きり等があり，そ

の効果はほとんど同じであるが，これらのうちでは環状
●

はく皮処理がやりやすく，効果もそろってあらわれる。

（1）環状はく皮

環状はく皮は，はく皮がまを使って半周ずつ2段には

く皮をする。その重点事項は次のとおり。

シ管部･･…･葉で合成された炭水化物や生長素の
通路

道管部……根から吸いあげられた肥料要素の通
路

成は，母樹に梱当強い処理をしなければならないので，

両全花をつける樹種にくらべて結実促進はむずかしい。

また被害については，加害する審虫の種題，生態等が

ハツキリしていなﾙ､現状である。また処理木に雌花芽が

相当着いても，広い林分にわたって雌花が着かない限り

害虫による被害は大きくあらわれる。

4．結実習性の変異一結実母枝の変異一（注2）

結実促進のために強い処理をしたり自然でも，つるな

どが巻きついて母樹がいためられたような場合1～2年

生枝の若い枝に球果をつけることがある。こういう結実

習性の変異は母樹が強い処理をうけたことを示すもので

結実促進にあたって処理の程度を判定するのに役だつ。

（注2）結実枝とよぶぱあいば球果（雌花芽）をつけ
た短枝をいも､，その短枝をつけている年次の枝（側
枝・長枝）を結実母校とよぶことにした。

獄

■

窟込

図1環状ばく皮による結実

促進説明図

分

‘氏、
11～4画、

1 一

・D
Ｄ
－
２

－

~ "…

まきじめ処理15年生実生カラマツ

1960年まきじめ処理1963年7月うつす

5．カラマツ結実促進の実例

この結実促進の詞瓶中付近の林分に結実していない。

(ｲ）共通的な施業

どういう方法によって結実促進をするにしても必ずや

っておかなければならない施業として施肥と受光伐があ

る。

(i)受光伐

強度の間伐を行なって葉に十分|場光があたるようにす

る。このぱあい枝すぐり等もあわせて行なっておくと良

い。受光伐によって残す母樹の本数の大体の標準として

は次のとおり。

10年生前後ha当り625本～800本

20年生〃〃400本～500本

40年生以上〃100本～'200本

(ii)施肥

図2カラマツの現状はく皮の模式図

(a)はく皮の時期:5月下旬～6月上旬（花芽分

化期のろ～5週間前)。

(b)はく皮をする幅:1.5～2.0cm(、はく皮が

ま、を使えばその幅は一定となる)。

(c)半周ずつはく皮する間隔:D~号(DIX,
はく皮部分の直径)。

(d)半周ずつはく皮する部分の垂直的な重なり：

上，下の半周ずつのはく皮を1～4cm重複させる。

(e)その他

(i)幹にはく皮をするばあいその高さは作業の

やりやすい高さで良いが，強い処理をするばあいは，は

く皮部分から下に枝を残しておく。

(ii)幼齢木に結実させようとするばあいは，相

当強いはく皮処理（上・下のはく皮間かくをせまくした

り，はく皮ヵ所を多くする）をしないと雄花ばかりが着

王
溌
《

q
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いて結実するまでにいたらない。

(iii)枝に対すを環状はく皮は1.0～15Cmのは

く皮幅として1周を1カ所ではく皮して，その皮を先端

部と基部を反対にしてはめておく。

(f)環状はく皮による結実促進効果

環状はく皮は処理をした年の7月花芽が分化し翌年タ

ネ（9月下旬）や花粉（4月中旬）がとれる。この処理

は作業がやりやすく，効果も早くあらわれ，確実度がた

かい。しかし，同じ程度の処理でも，個体によって結実

しやすいものと，雄花が非常に多くて，結実の少ない個

体とがある。（一般に古い球果の着ばている個体は結実
、

一
一
一

勝

図ろま

｜”28じめ鶴分 岸
上

霧
姿
’

図3まきじめ処理の模式図

しやすい）環状はく皮によって結実したものの1部は下
表のとおり。

（2）まきじめ

ヒノキなどは1本の鉄線が菫きついて結実した例もあ

るが，カラマツはある幅でまきじめをしないと結実しに
くい。まきじめの要領は次のとおり。

(a)まきじあをする時期：いつでも良いが，肥大

成長の盛んになる前に処理すればしめつけが早い。

一

ｰ

聖

幹の環状はく皮

40年生実生

カラマツ

1962．5．22処理

第2我幹の現状はく皮による花芽の分化状況の1例(40年生実生カラマツ1962.5.20処理）

塞峻i'1"|。|l",'.|'"|."|."|."|,"|"fl"|"
側技

主技
8年生
枝以上

1年生技0 2 3 4 5 6 7 計 鋪 考

枝睦
闘
”
〃
”
”

、１
２
３
４
５
６

１
９
６
２
８
０

１
１
１
２
１
１

５
６
６
１
５

７
２
２
６
３

２
３
２

（6）I
68
（86〉
195

（40）
98

（8ノ
36

（51）
115

（18》
23

（568》
1，110

W77》
1，645

×1“=40.9邸‘
(26）
78

(46）
58

(6）
25

(､2》
(51）
65

(21）
26

〈40）
55
（5）
35

《ユノ
（53）
63

（3ノ
（30）
31

（39》
《718）
1"231

《43ノ
(846ノ
1，415

8戒
｡

＝4

（3）
30

（28）
49

“j
（25）
35
（5妙
(401）
10016
（58ノ
〔457ノ
ユ,136

輯瀞率言器×'"='･“
（15）
58

(”
411）
31

（43j
(120ノ
498

(44ノ
u46j
587

218

(1ノ
26

い

ぶ
鮒
離
》

(7）
30

(8j
(86ノ
280

（9】
（916J
1，011
（11j
UoO66ノ
1，263

妬8

（1）
Z,135

71

(2J
(24ノ
71

タネの調壷結果1964.3．鋼悲6，241

《166j
(3,410）
8，740

（8）
（93ノ 2．99

田3310

注（（）)は雌花芽数（）は雄花芽数裸数は葉芽数

(b)まきじめする幅：まきじめは1カ所に行なう

よりも4～6カ所に分けて行ない，その幅はそれぞれ2

cm以上とする。幹で1カ所だけまきじめするぱあいは
その幅を10cm前後とする。

(c)結実促遡鋤果のあらわれるくいこ象の深さ：

まきじめは処理木の肥大成長がマチマチだからまきじめ

をしておいた期間を標準として，とり除きをするわけに

はいかず，まきはじめをした部分の、くいこゑ、の深さ

を標準とし，1.0～2.0cm霞での深さにくいこんだら取

り除く（くいこゑの深さはカルスなどで盛りあがったい

ちばん高いところから測る)。

雨3変仲の扇状はく皮による納災(カラマツ実生造搾木15年生’1961.10詞琵）
1

はく皮

概

はく皮

IⅢ隅

はく皮

ヵ所

はく皮

の商冬

はく皮

年月日

母捕

紬実 偲考

勝商騰至

《
叩
Ｕ
内
逗
凹

【
ｈ
ｖ
ａ

ｎ
】
】
《
函
》

Ｉ 1961年雄花多数

蜂{；蝿

ロ、

8.0

唖

10衝0

唖1

30.0

4，5mでしん

ぬ§をLだ．

画

12.9

甸
画
や４3カ所

第4麦技の珂状はく皮による納実（カラマツ実生逓林木40年生19唾.10.詞盗）

母臘 はく皮した技 はく皮

等圃日

はく皮

招

若生

球年数
憤考

太さ’謝至 酎高 長さ，

1961

5湖

画

鈎.0

国

皿.0
画
恋

．
釦

m

4.0

画

1.0 鍵花きわめて多識生

1

１コ印．即8.0 4.2
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経験をつまないと，斉一な効果を期待できない。

（4）その他

(i)結実の早い個体を選出してつぎき増殖する。

この方法は今までのものとやや趣も異にするが，幼齢木

で1年生枝に結実する変異個体を選び出して，それをつ

ぎきで増殖して肥培すると雌花芽がたくさん着く。この

ぱあい，一般に若い母樹で結実するものは不良形質のも

のが多いとされているので子供苗について検定を実施中

である。また花粉をいろいろ変えて人工交配も実行して

いる。

なお結実の早い個体の特徴は次のとおり。

(i)苗木時代から結実する。

(ii)雌花だけを着け雄花をつけない。

（麺）貫生の球果をつけることが多い。

(iv)1年生枝に結実する。

(v)この母樹の枝をつぎきするとその年から球果

を着ける。

6．被害

人工的に結実促進をする場合は，処理本数に限度があ

るから，処理木がいくら結実しても林分全体から象れ

ば，結実量は自然の農作時にくらべて少ない結果となる

ので虫害にかかりやすい。1961年にカラマツ林で1本だ

け結実した球果があったのでその球果を採って被害程度

を調べてみたところ次のような結果であった。

被害・球果の被害

健全な球果4コ(8％）．

被害をうけた球果48コ(92影）

・タネの被害

健全なタネ“3コ(12.3％）

球果を加害されたため不良となったタネ

3,130コ(87.2影）

タネバチ類に加害されたタネ

18コ(0.5％）

このように球果を加害されて不良となったタネの多い

ことは想像以上である。また1962年に2本のカラマツを

環状はく皮して1965年に豊作程度の結実をさせたカラマ

ツでも同じような被害をうけた。

おわりに

育種年限の短縮のために，必要に応じて希望する個体

に結実させたり，花粉をとることが1部可能になった

が，これをそのまま事業的規模にまでおしすすめるには

まだ未解決の問題が残されている。

しかし，いつかは事業規模にまで応用することができ

ることを願いながら，残されている問題の解決に努力し

たい。

(d)その他:(i)まきじめも処理部分から下に枝

を残しておくと母樹を枯らすキケンが少ない。

(i)枝のまきじめは1カ所で十分で，その幅5

cmを前後を標準とする。

(iii)まきじめをするぱあい鉄線(14#・16#)を

巻く下に鉄板かアルミ板をまく。鉄線だけで巻く場合は

所定の幅にスキマのないように巻く。

(e)まきじめによる結実促進効果：まきじめは処

理木の肥大成長にともなうしめつけによって効果があら

われるので，処理後2～5年目以降に花芽が分化する。

効果は環状はく皮と同じであるが，作業が困難でとりは

ずしの適当な時期の判定がむずかしく，また処理木は必

鋪5溌紳の皇、じめによる唾の分化と輪英
曇

乱さじめ，1爵･球果の萌生状態母脚

力所改1髄1．101駒2．10196310捌高陶至

か所￥だ多飲球果m画
l・ｻ．シ侭花多飲多数8．012．5

&W:c:"
まきじめ

年月日

まきじあ

力所設
胴考C●

〈
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1

1郷
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耐6麦投の全きはじめによる桔実

皇さじめ

鰡

ま島じめ

年月日
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ヵ所鼓

螺果の着生
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処理した枝
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ず適当な時期にとりはずしをしなければならないので繁

雑である。まきじめによる結実促進効果の1例は次のと

おり。

（3）根きり（断根）

マ

まだ
Z一

図4根きり処理の模式図

(ｲ）幹を中心として同心円の溝を翻って，そこに出てく

る細根を全部きる。

㈲根元の太い根を何本かきる。

,(a)根きりの時期:6月上旬～中旬

(b)根きりのやり方：処理木の幹を中心にして牛

山式間伐におけるカラマツの適正樹幹距離の弛を半径と

して同心円の溝（深さ50～60cm・幅50～40cm)を掘り

そこに出てくる根を全部きる。なお簡便法として処理木

の根元の表土をかきおこして，太い根の何本か（2～4

本）を鋸できる。何本きるのが良いかは母樹の根張りを

承て決める。

(c)根きりによる結実促進の結果

このやり方によると，その効果はマチマチで，相当の

6
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連続講座

サンプリングの考え方

一主として森林調査について一

であり，この,0の値をもって偶数の目のでる確

率と名付けようとするのでありますが，ここで注

意しなければならない大切な問題があります。そ

れは確率というもの自身が偶然性をもつ現象を対

象としているのでありますからもとの系列が

01010101……

というふうに規則をもっていてはいけないのであ

ります。この系列も確かに

""z-2IL
n-少一犯

一

は2分の1という極限をもっておりますが，奇数薯

、基′番目だけをとりだして承ると

。◎◎。◎。
◎。◎。◎
。◎。◎。◎
。◎。◎。
◎。◎。◎。

〔その4〕

◎。◎。◎。
◎。◎。◎〔統計数理研究所〕
◎。◎。◎。
◎。◎。◎ 石田正次。◎。◎。◎

ⅢⅢⅢ州illllll1illilllillllliⅢⅢllililllliⅢⅢlⅢI
〃籾_224L=0
犯→｡つれ／

となり偶数番目だけをとりだして承れば
8．確率

サンプリングの理論は確率論の基礎の上に組承

たてられておりますので，ここで少を確率の話を

しておきたいと思います。

確率とは偶然に左右される事象の起こる「確か

らしさ」を客観的に表わすものと一般にいわれて

おりますが，この意味を正確に規定していくこと

‐は大変むずかしいことで，現在でもいろいろな流

儀，流派があり，議論の種はつきません。ここで

はR.vonMises流の確率の定義を述べることに

いたします。

いまサイコロを例にとって考えてみましょう。

でた目が偶数であれば1，奇数であれば0とし

て，何回もサイコロをふりその結果を次なと書き

とどめて汲ますと

1001110100011010･･････

というような系列ができます。今”回ふりそのう

ち偶数のでた数を泥。として

力｡=一等
を作りますと力の値は〃によっていろいろと変わ

ります。そこでこの〃をどんどんふやしてゑます

と，の値はある一定のところに（おそらくこの場

合は2分の1の近くの値）おちついてくることが

実験上確かめられるでしょう。つまり，

〃沈_222』L=1
九一歩c◎〃〃

となってしまいます。つまり系列に規則性があれ

ばもとの系列から適当な規則に従ってぬきとりを

やり，そこで極限をつくる場合，場合によってい

ろいろな値がでてきてしまいます。そこでvon

Misesは系列に次のような条件を備えない限り確

率というものは考えられないというのでありま

す。

すなわち，0，1というような標識の系列の一

部分をとりだす。（たとえば1つおきとか2つお

きとかいった方法）このとりだし方は〃回目をと

りだすかどうかは〃－1回目までの結果に関する

知識だけを用いた方法ならなんでもよい。だから

1つおきとか0の次のものだけとか’1が2つつ

づいたらその次のものといった方法はすべて含ま

れる。このようにして作られた新たな系列（これ

を部分系列という）において，やはり，

，幽等L=po

令

一
鞍
一

杢
逵

濠
垂
鍵
』

凡

I

が成立し，このp0の値はいかなる部分列でも同

じ値（もとの系列の値）にとまるようならばこの

’0の値を標識0のでる確率（この場合は偶数ので

る確率）という。
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まず赤と青の2つのサイコロを振った系列を考

えて象ましよう。

（1,5)，（3,4)，（2,1)，（1,1)，（6,3),………

ここでカッコの中の始めの数字は赤いサイコロの

目，後の数字は青いサイコロの目を表わすとしま

す。赤いサイコロの目によって作られる系列（つ

まり始めの数字の列）を青いサイコロの目によっ

て作られる系列（後の数字の列）をそれぞれコレ

クティフをなすのは当然です。さてそこで赤いサ

イコロが1の目がでて，青いサイコロが6の目の

でる確率はどうなるか？

今2つのサイコロを郷回ふりそのうちで赤いサ

イコロが1の目になったものの数を泥，とし，赤

いサイコロが1で青いサイコロが6のものの数を

"16としましょう。そうすると

－型1且一一塑'且．ー型．
泥伽1ゾZ

となりますから，ここでれを無理に大きくしてい

きますと

B(1.6)=Pr(611)B(1)

なる関係がでてきます。ここでB(1.6)は赤が

1で青が6になる確率,B(1)は赤が1になる

確率，そしてPr(611)は赤が1であるときに青

が6になる確率（これを条件つき確率とよぶ）で

あります。これを一般的に書けば

R(AandB)=P(A)･P(BIA)

で，その意味は，

「AとBが同時に起こる確率はAなる確率とAと

いう条件のもとでBなる確率の積に等しい」とい

うことです。

・サイコロの場合は赤が1となったからといって

青が6になる確率が変わるというようなことはあ

りませんから（赤と青のサイコロが赤ででも，つ

ながっていれば話は別）

P(611)=P(6)

であります．このようにAの事象が起こる起こら

ないということがBの事象の起こる起らないに無

関係の場合をAとBは互いに独立であるといいま

す。しかし次のような場合はそうはいきません。

ここに10本のくじがありその中に2本の当りく

じがあるとしましょう。このくじを2番目に引く

人が当る確率はどうなるか？この問題をとくに

以_上がVonMiseSの確率の定義であります。

9．確率の計算

一つのサイコロをふって1の目が出れば同時に

2の目，3の目は出ないということはあたり前で

すが，確率ではこの事実は重要であります。Aと

いう事象（1の目がでるということ）がおこると

・き他のBという事象（たとえば2の目がでるとい

うこと）は決して同時に起こらないときAとBの

2つの事象は互いに他の排反事象であると呼んで

います。

愛このようにいくつかの，たとえばル個の排反事

J・象A1,A2,A3･･……,A侭があって，それぞれの
起こる確率をB(A,),R.(A2)･･･…,Pr(AK)と

しておきましょう。このときA1かA2かA:Iか

……･A服かが起こる確率はどうなるでしょうか？

A1,……A脇を標識として含んだ「コレクティ

フ」の系列において,A【もA2もそしてA脂も

承な同じとして新たにこれをとBと書きなおして

しまいますと一つの「コレティフ」をなす新たな

系列ができ上がります。そこでBの相対度数（頻

度）を作ってゑますと

""_""+秘'鯉+･･""=坐些十型4L+･･･
”””蝿

0郡皇唯
．．。ー'一－－

泥

となりますから，”が無限になれば

Pr(B)=B.(A1)+Pr(A2)+･･･+B(Ak)

が成立します。

このことはつまり，互いに排反な事象のうちの

どれかが起こる確率は，それぞれの確率の和であ

るという意味で，たとえて申しますとサイコロを

一回ふって1の目か2の目のでる確率は

（1の目のでる確率)＋(2の目のでる確率）

であることを表わしています。さらにいいなおせ

ば甲か乙のどちらかが起こる確率は甲の起こる確

率と乙の起こる確率の和であるということで，こ

れを確率の加法定理といいます。

加法定理のほかに乗法定理というのもありま

す。これは甲と乙が同時に起こる確率を論ずる場

合にでてくるのですが加法定理よりは少しめんど

うです。

Ｌ

舐
《

一
コ

７
－
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は場合を二つにわけて考えていかなければなりま

せん。

i)第1番目の人がはずれた場合

残りは9本でそのうち当りは2本。だから2

番目の人の当る確率は9分の2．

ii)第1番目の人が当った場合

残りは9本でそのうち当りは1本。だから2

番目の人の当る確率は9分の1．

今第1番目の人が当るという事象をA,2番目

の人が当るという事象をBとすれば,Bの起こる

確率はAが起るか起らないかによって変わってま

いります。このような場合をAとBは互いに独立

でない，または互いに従属であるといいます。こ

の独立という考えは確率の上では非常に重要なも

のですから，その意味をよく味わっておいて下さ
い。

a)どちらも6の目のでる確率は？

b)どちらも同じ目のでる確率は？

c)目で和が”なる確率は？

（ただし〃＝2，3，4，－．．．．，12）

2）上の問題を利用しマージャンの積ゑ込承法

を考えよ。

3)"本の中に”本当りくじがある。虎.(ただ

し，Ⅳ≧〃≧1）番目にひく人の当る確津を求
めよ。

4）Ⅳ本の中に〃本当りくじがある。α本ひい

たとき6本当る確率を求めよ。

5）三つのサイコロをなげたとき目の和が〃

（ただし邦＝3，4，5，……･'18）になる確
率を求め分布図を書け。

6）上の問題で四つのサイコロの場合はどうな

るか？サイコロの数がどんどん増していっ

た分布の形はどうなっていくように思えるか
？

（この問題の解答は次にのせますからサンプリ

ングをまじめに勉強しようとする方，マージャン

で勝ちたい方はそれまでに計算してゑて下さい）

《
．
）
志

10．確率計算の練習問題

次にあげる練習問題が全部とけなければこれか

らあとの話は理解できません。

1）二つのサイコロをなげたとき，

り一”－2…………"…”………(”城〃〃ZZ“砿鉱〃(戯f"〃f〃ﾉ〃f〃〃〃｛ ”

：
黄色亜酸化銅粉剤2号

宣
言
自
言４

５
８
３
３
８
２
Ｗ
第
２
録
第
登
許
繼
特
農

合

班
厳《 スギ赤枯病の予防には，使用簡便でよく効く本剤をおえらび下さい。

1．性状馬鈴薯，トマトの疫病10a当り3kg
色．臭帯黄榿色一帯褐黄色，無臭稲の稲熱病〃3～5kg
形状無定形粉末,メッシュ300以上3．用法

溶性水に難溶散粉機で散布する。

毒性接触による毒性は認められな朝露時，細雨中の使用には特に好適で
い す。

2．適用病害4．定価
杉苗の赤枯病10a当り6kg 3kg入8袋詰1箱多2,360

東京都千代田区六番町七外林産業株式会社
振替東京17757

§ f

§

ソソソソ""〃ｿｿｿｿｿ""”ｿz"”…"…"”"属"””三
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製 材産地めぐり その15
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守 口博文皇
〔妖肥営林署〕

まえがき

日南市はスギとパルプで成立っているようなものであ

るという人もある。天然の良港油津を基地とする漁業も

あるが近年は以前のように盛んではなく，実際の油津港

の繁栄は木材および製品の移出入に依存している。

この日南の製材地を支えているのが，いわゆる妖肥林

業地と称される宮崎県日南市，北郷町，南郷町の，市2

町満よび串間市のいわゆる日南地方に属する地域であ

る。この地域は山地と海岸が短い小河川で結ばれ，地形

は一般に急峻で70％が林地になっている。そこは鰐塚山

から流れる清武川流域，小松山から流れる広渡川，酒谷

川の流域，男鈴山から流れる細田川流域に広がる広大な

山林地帯で森林総蓄溌は600万Xn3でその中，針葉樹は

65％の390万In3で残余は薪炭材あるいは広葉樹の用材

である。さらにスギの造林面積は林地面積の60％であり

スギ材中に弁甲材（造船適材）として採材できるものは

15％程度と推定される。毎年70万石以上の妖肥スギが伐

出され金額にして50億円以上となり米の16億円，漁業の

7億円と桔段の相違がある。

工場数と馬力別階層比較表

1．製材工場の現況

（1）工場数と規模

日南地方の製材工場は現在35エ場を数え，総馬力数は

2,300座である。1工場当りの平均馬力数は65座であり

その内訳は左下表の通りである。

表にても明瞭なように平均馬力数にも満たないものが

公

■口

早

ぷ
津●ユ戸

油津エ場（弁甲材）

60％で以上が40影特に100馬力以上の7エ場の総馬力数

に占める比率は大きい。

（2）企業組織

工場総数55工場中個人経営に属するもの10法人経営に

属するもの25で全体の70影が法人である。

（3）従業員数

次頁左の表の通りで地区全体の1エ場当りの従業員数

は平均21人であるが，平均未満の工場は工場数で65％従

業員数で50％である。

次に男女別構成比を見ると現場の工員において男子64

影，女子36％，事務員において男子58影，女子42％とな

っており，事務員と工員の比率は工員80％，事務員20％

となっているようである。

年齢構成について見ると男子においても女子において

も40才以上のものが50影を占め若年労働者が少ない。こ

のことは一般的に謂観の中学卒業者が外部に流出するこ

数畷
＝
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とにも起因するが，製材業においては今後特に問題とな

る､であろう。（当地においては古くから山林経営と製材

業を兼営し，継承しているいわゆる古い「暖簾」をもつ

製材業者がいるため，これらの工場に勤務する従業員が

いるのも一因と考えられる）

（4）エ場の立木所要数量と仕入先

当地域の製材エ場の経営規模は前述の通りであるが，

原木の仕入れについて見ると記工場で2,500匪の場合1

日1殿当り0．6石とし，年300日稼動とすれば，所要原

木は115'000maとなる。なお素材（弁甲材電柱）と製材

製品との比率を35％と65％にするとき約63,000m3が加

算され178,000m3となる。仕入れ先は一般民間材64%,

国有林36影である｡ Ａ
》
と

油津エ場（弁甲材）

くから造船材として重用されている。

妖肥スギから造材した弁甲は一般に日向弁甲材と称さ

れていて瀬戸内海沿岸の漁船その他遠用漁業用のマク′

ロ，カツオ船や一般の機帆船の建造に用いられている。

弁甲材というのは幹の側面すなわち相対する両面を所定

の通り削り落して他の両面は元の丸味のまま手を加えな

いでおくものである。材の利用合理化が叫ばれている今

日，このように両面を削り取って製品にすることが今日

まで行なわれているが，その疑問あるいは質問はこの土

地を訪ずれる林業人がすべて共通的に触ｵLることである

が，これは弁甲材そのものが，船板を作るのが目的であ

ってその船板に不必要な部分を初めから削り取ってしま

ったものである。そしてまた一つには搬出費を軽減する

ための必要から両面を削り取ったものでもある。しかし

今日では相当のものが油津の工場で削られ製品化される

という実態であるし，また削る労務者（熟練を要する）

も減る一方で，なお削り取られて棄てられる背板も相当

な数蝋であり，十分活用できる方途も見出しうる段階に

あるので今後この削り取り棄てる方法については検討を

加え改善の方途（製材機で削り取るようにしまた初めか

ら板にすること等）を識ずべきであるとの声が強い。こ

の改善がなされれば前述の疑問あるいは質問もなくなっ

ていくものと思う。

（2）弁甲材の規格

弁甲材の規格については材の長さおよび中央周囲によ

り長さは6mより1m上りの15mまでとし，中央周囲も

90cmより10cm上りの1,800cmに区分されている。こ

のような特殊な規格と伝統を持・つ製品であるが，近年は

需要段の減退（鋼造船その他弁甲材の代替品の進出）に

伴なって年,!r生産量が需要鐘をオーバーするという実情

にある。今，弁甲材の最近の生産堂の推移を一般丸太と

比較して見ると次の通りである。
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2．後背林業地との関係によって生ずる製品の特色

前述したように妖肥林業の中核をなすものは妖肥スギ

である。この妖肥スギを基盤として製材工場は発達して

いる。従来妖肥林業というと弁甲材というような関係が

特徴であった。今この点について考えて見ると，先に触

れたような育林技術との関係で（疎植で数回の間伐を行

ない伐期300本内外の成立を期待するというような）う

らごけ単木が多くこれが日向弁甲材の名称のもとに製品

として取り引きされているのである。

一般材製材原木については特別に説明を要しないが,、

当地方の特産ともいうべき日向弁甲材についてこの製品

の特徴について若干触れ理解を得たいと思う。

（1）日向弁甲材とは当地方が温暖多雨であるという立

地条件から肥大生長が早いので，年輪幅が広く軽いから

浮力が大きい。なお，樹脂分を多鎚に含んでいるから水

分の吸収が少ないので耐久力が非常に強い，木目が荒い

割に材質は堅密であり弾力性があって強靭であるから古

で

呂
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品の中に占める原木価（資材価）が70～75％を占める実

態にあるとき原木価格の鵬落いかんが経営上大きな影響

を持つものであることは否定できない。このためには原

木の安定かつ適正価格による入手が最も望まれる訳であ

る。豊富であった妖肥スギも近年は漸減の傾向にあり，

原木価格も中央市場と遊離した地域的原木価格を現出す

る菱なしとしない。また，この原木の仕入れには立木の

多い関係上，この面で固定する攪金も多いし，業者間で

原木の仕入れについて競合するため地域的原木価を生ず

ることも考えられ，経営の安定的発展に支障となる場合

が考えられるので，原木仕入れについての業界体制の整

備をも考慮する必要があろう。次に当地業界ば背景にあ

る妖肥林業との関係において現状に満足した形で操業を

維持している工場もあるように見受けられる。すなわ

ち，販売の内容にしても製品65％素材（弁甲材，電柱，

一般素材）35％の比率が示すように素材販売の比率が高

い。このことは当産地の特産ともいうべき弁甲材の移輸

出によるものであると思われるが，この傾向は今後弁甲

材の伸びが期待できないが，かりに韓国貿易の発展によ

り若干のものは増加できるにしても，これは内地需要の

減退をカバーする程度のもので，全体としては醗述のご

とく減退する見とおしが強いので，一般製材製品の販路

が多くなることが予想される。このような情勢にある

時，工場の合理化，近代化を進ぬることが強く要請され
る。具体的に例をあげると工場の整備もその一つであ

る。製材業の工場工程では運搬我が大部分を占めるが，

この軽減のため，フォークリフトの使用を計画しても現

状のように工場の整伽が十分でなければ使えない。（も

ちろん，当地工場の中にも十分整備され機械の活用がな

されている工場もある）というように一般的に過去の伝

統の上に経営を続けており，工場の合理化，近代化につ

いて検討改善すべき点があるように考える。しかしなが

ら，これらの合理化，近代化を推進するに当たっても，

各工場の経営規模内容もそれぞれ異なっているので，適
正規模の企業合同を種極的に推進し，この合同の後にお

いて近代化に取り組むことが望ましい。もちろん，この

ことは容易でないことではあるが，ぜひ一度ば乗り切る

べき波であり，脱皮すべき時期を迎えていると考えるの

で，強く推進すべきだと考えるのである。このために

は，消極的な（一部には経営管理，生産管理部門におい

ても優秀で積極的な体質改善に取り組んで着たと成果を

あげている工場もあるが）企業意識を捨て各工場共，正

しい現状把握の上に立って実態分析を行ない，この上に

立って穣極的に近代化に取り組むことが要請される。

企業合同の推進には各工場共それぞれの歴史伝統もあ

生産量調（単位m3)
一
一

ー

奉茨-埜連||弁甲 丸太
125，600

112，800

370，400

計
－
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このように弁甲材は漸減し一般製材原木としての丸太

が増加しつつあるという現況で，弁甲材はこのため，価

格が弱含みに推移しており弁甲材業者としては韓国貿易

の拡充や中共への輸出等に期待しているというのが実情

である。

次に特徴の一つとしてあげられるものに製材原木とし
て山床より材の搬出が長材のままで工場に搬出されると

いうことである。他の地方でば大体素材を2間に玉切り

して出すが，当地方では長材のままで出材し，工場で所

要の長さに玉切りされる。弁甲材も根元部は弁甲として

取りその末木は製材原木として使用される。この素材の

ままでの出材は4m,3m,2.6mといった特殊の長さ

を多量に要求される沖繩輸出では非常に有利である。沖

繩は地理的に近距離にあることから，歴史的にも当地方

に依存しているが，沖繩の慣習として良材の要求が強い

ので節の多い末木部は2等，ろ等材として大阪，東京の

市場で処理される場合が多いので日南材は質が悪いとい

って実質以上に宣伝される原因の一つになっているよう

である。

3．将来進むべき方向

当地方の業界の一般的特徴としていえることは前述し

たように豊富な妖肥林業という立地的優位な資源地帯を

控え，かつまた天然の良港である油津港を有し，原料立

地域に発展してきたのであるが，このため業者も大手の

人で古い事業経歴を有する人がおり，一般的にいってこ

れらの人には過去の蓄積の上に立って安定し，また現状

に満足しているような感を受けないでもない。このため

経営に秋極性を欠くうらみがあるようにも感じられるの

で，これらの旧い殻を打破しよき伝統を守りながら新し

い経営への転換を迫られているのが日南の製材業界の姿

ではないかと思う。

このような現状の上に立って，今後進むべき方向につ

いて考えてゑたい。

（1）原木仕入れ体制の整備と工場の近代化のための企

業合同の推進について

現在の製材業界において常にいわれることは原木高の

製品安ということであるが，これを解決するためには製

乱垂
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るであろうが，これらの中のよき経営の伝統を生かし，

新しい経営管理方式を取り入れるためにはあまり小規模

では実施の効果は薄いので，大胆に近代化の前提として

企業合同に取り組むべきであろう。さらには，各工場の

協同化への推進である。当地に製材業者をメンバーとす

る日南製材事業協同組合があ為が，この組合を中核にし

た中での協同化への推進が最も実現性があるように思料
される。

（2）販売方法の改善について

販売方法の改善について考える場合，当地の特色とし

て地理的条件および従来よりの取引の経緯から沖繩貿易

の積極的推進を図るべきであると思料する。現在全体の

20影程度が沖繩貿易に向けられているが，これを増大し

共販体制をとるように心掛くべきではあるまいか。貿易

としての窓ロー本化は一挙には困難であろうが，ぜひ考

えるべきことであろう。さらには弁甲材の問題について

は最近の需要の漸減に伴う価絡の低落を防止することは

肝要な事であるが，現在の実情は若干生産がオーバー気

味であるし，かつ取り引きも個人毎に行なわれているた

め買手市場の感が強い。これを改善するためには現在弁

甲材取扱業者をメンバーとする団体が存在するので，こ

の団体が中核になり，弁甲材需要の開拡と販売窓口の一

本化を図ることが緊要であろう。（これには弁甲材取扱

業者の販売に対する過去の伝統と経緯があるので，いろ

いろの障害はあるとは思料するが）もし，これらの事情

により直ちにできないならば，内地の瀬戸内方面は除い

ても韓国貿易に対しては窓口を一本化してやることは弁

甲材の価格維持のためにはぜひ必要であると考えるし，

業者の中にもこの機運はあるようであるから，弁甲材の

共販体制確立の第一段階としてぜひ結実させるべきであ

ると考える。販売体制の改善の最後として考えるべきは

消費地と直結した販売機椎の確立である。現在沖繩貿易

以外のものは受注生産もあるが，都市の市場に出荷して

いるものが15％位あると考えられるが，当地産のスギ材

については市売に出すことはあまり有利ではないと思わ

れるので，直営販売を業者共同で改善し，中間経費の軽
pPU剛幽榊叩b･DObbUO･Pし旬1,.Jｹ狗､,40･10ｳ.･06りり･bl制』‘.｡O"80.011ﾔIloUITOqqLQIり，U0..00,0...nqqDI坐加.OD-MDOD.･･･,.､0...0.0..…△.ム.、心△.._…...._._1-...

減と妖肥スギの特質を生かした販路の開拡に努めるよう

改善すべきではあるまいか。

（3）加工度を高めることについて

製材業においては収益向上，集約利用のため，加工度

を高めることは当然のことであるが，当地区の場合一般

製材製品においても現在背板その他についてはチップ等

の活用が図られているが，なお集約利用のため一層の改

善を要する点があるように思われるが，さらに木工家具

工業までの加工度を高めることが望ましい。

特に弁甲材の場合においては前述のように削り取られ

たものは棄てられているので，これを製材機にかけ背板

についてはさらに利用する（家具用材への加工は可能で

ある）とともに当地製材工場に鐙いて弁甲材をさらに船

材の利用の厚さに製材して出荷することになれば，それ

だけ加工度は高まる訳である。この点については需要先

とも協議の必要はあるであろうが，生産地としての加エ

度を高め消費者である造§銅fに消費しやすい形で供給す

ることは好室しいことと考えるので，加工度を高めるた

めにも，検討すべき事項であると思う。

（4）労務対策について（従業員確保対策）

労務対策については今後の産地製材工場の大きい課題

であると思うが，製材工場現況の項でも述べたように従

業員の中で男子においても女子においても，40才以上の

者が50％以上を占めているので，老齢化の傾向が顕著で

ある。このためには若年良質の従業員の確保に努力する

こととともに工場の合理化，設備の改善を併せ行ない，

高齢従業員での能率化ができるように考えるべきであろ

う。また，若齢良質の従業員を確保するためには従業員

が安定した姿で勤労意欲が出るように考慮すべきで，こ

のためには福利厚生面（各種保険，退職金）の拡充を計

るとともに，基本的には従業員の給与の改善を図るべき
であろう。

以上将来進むべき方向の2～3について述べたが，要

は当地業界が現在置かれている実態を認識し，工場の近
代化と協同化への推進を図ることを大胆に，積極的に取
り組むことが肝要であると思う。

･UDI10D19bllpI1d岫UoOIOoDO"Uoo0Dq･'090ｻo0限0恥･帥『OT400U1DloobF'11OII'0J9．60ｳ'pD00｛”''0.10.00.0U･･0り･,IU0bDqUl00np,dpOqbD､Cl･'60.01iUOM1“06.01091qﾑ油“し00,008.COｻ･t4｣･階〃･句

《
ゞ
》

詮
一

。

蝿
益
壁

ﾛ

I4odOG9IqODI"1..00..'1000..00..1剛jOel&01W10｡』#･･ｩMF､qp･が,Ⅱ』･･10･90c山6吋9.勺4q･904,8990ﾘfqW09hOIIOOOOollOll･勺OUDI100ぃ011061.岫■DOI

原 色日本林業樹木図鑑

［獣繍原色麗鵠鵬墓鰯解説‘“
申込み先日本林業技術協会

Dr.D凶『･軸學蜘凸“，馳必丸凹，鹸岫も凸炉｡亀山旬n･よF*･$お次報炉日唱駒~もや野､軍Ⅲ｡｡9..0F96..妙両･由臓期･･脾や出0.0■､〃、“0,単l9.叩唖FdD･”守障11恥鋼･町"UPQU｡』いりJ･伊偉払釘昨や戸･d-n~･曲一学F･私仏P部｡、0抄鉛0.曲周鷺型･凸凹砂、』ザ41Jが私』屍ロ

－22－

』



＝

でなく，もっと積極的な手を打たなければならぬ時期に

きているように思う。製材業も中小企業業種別振興法の

指定業種に入れられはしたが，助成による側面的援助か

らは根本的な解決は生まれまい。総別時代ではないのだ

からとばかり言っておらずに，裏付け法が必要なら，業

界とも十分相談して納得のいく裏付け法をつくり，積極

的に過剰設術調盤の道を開くべき時ではなかろうか。綿

業界の例もあることだし。

× ×××

最近は製材団地ばやりで，業界紙も5日に一度位は新

しい団地化計画を報じている。筆者の知っているだけで

も50幾つあり，これからももっとふえるだろう。これば

都市製材業が外材対象の量産工場を計画していることの

現われであると同時に，内地原木に見切りをつけた産地

工場が，臨海地区にエ場を移し，外材対象工場に脱皮す

ることによって産地工場の窮境を打開しようとする現わ

れでもある。筆者は2～ろの団地の関係者に話を聞いた

が，いずれもがそれぞれの夢を抱いて，計画の成功と将

来の発展を信じて疑わないようである。38年に外材を陸

揚げした港は全国で60余に及んでいる。港,々 に団地あり

で，これらの団地が競って外材の輸入を図ったらどんな

ことになるのだろうか。ソ連材は別として，フィリピン

材は質，通共に底がみえてきたし，米国の連邦中小企業

局は中小製材工場保護のため，国有林材の払下操作によ

って原木輸出をチェックする動きを象せている。目下計

画中の団地が一斉に実現したとき，そこに外材対象の原

木獲得競争の起きることも十分に考えられる。その一

方，量産化され能率化された各地の団地工場から送り出

れさる製品のハケロに十分な成算があるのだろうか。筆

者の会った関係者はこの点については一様に「今やわれ

われは東京その他の大消費地だけを対象に象てはいな

い。地場や近県の新産都市をはじめとする都市エ業化の

建設需要に期待している」というが，その目標とする都

市建設需要を，いずれも自分達だけの販路と考えている

甘さが感じられる。将来団地が出揃った時，そこには激

しい売込象競争による製品安を現出する懸念が十分にあ

る。かくて製材団地化は，外材を中心とした新しい型の

原木高の製品安現象を導き出しかねない。よしんば団地

間の競争に勝っても，次には本国挽き製品との競争力祷

っており，現に米材産地業者のわが国への敵前上陸は始

まっている。林政当局は製材団地化は製材業の経営合理

化への道として歓迎しているようであるが，業界の，自

分達のことだけを考えた無秩序な団地計画を，このまま

野放しにしておいていいのだろうか。今こそ団地化計画

の全国的な調整が必要な時ではなかろうか。（5．5）

霊溌
蕊

誰も力宝いうこと

護
淡谷忠一

〔元林業講習所勵隈〕

慢性的な原木高の製品安，労力不足と賃金上昇，資本

力の弱さと過剰設備など，数多くの矛盾を抱えながら

も，わが国製材業は過去何回かの不況時をさしたる混乱

もなく乗り切ってきた。それというのも，36年までの金

融引締め時代には，他物価の値下りをよそに材価だけは

独歩高を続け，業界内部の一切の矛盾は材価高の藤にか

くれて表面化しなかったからである。だが今度の金融引

諦めに対してはそうは行かないようである。最近（5月

初旬現在）値段にかまわず荷送りして来る産地工場がふ

えているのはその影響の深刻さを示すものである。製材

企業の合劉上については随分早くから論議され，設怖の

近代化，労働生産性の向上，廃材の高度利用，金融の強

化,．企業の協同化などの対策が打ち出されて，業界も叢

たその線に沿うて合迦上への努力を続けてきたことも事

実である。たが業界の関心は，これらの内部対策より

も，安定持続的な原木確保による打開という面において

より強く，林政もまたその線による解決に熱心であっ

た。だがわが国林業の所有構造，経営織造に根ざす木材

供給の非弾力性はいかんともしがたく，ついに56年の材

価暴騰を契機に，原木雌打開の道を外材の輸入に求める

に至った。爾来わが国製材業は外材を軸としてその様相

を一変しようとしている。だがこの変容の過程において

も，製材業界最大の内部矛盾たる設備過剰の問題は一向

に解消されようとしないばかりか，かえってますますそ

の度合を強めている。現に最近の傾向として，工場数の

減少とは逆に馬力数は今なお大きくふえつづけている。

製材業の合理化は究極のところ適正量の2倍を越すとい

われる製材設備の整理なしにば解決しないことは，業界

自体も林政当局も十分承知であるのに，業界はなんらか

の行政的な手が打たれることを期待し，林政当局はまた

業界の意志によってなんらかの打開策が打ち出されれ

ば，それを手がかりにして打開の道を見つけようとの態

度で，いわば互いに相手の出方待ちの形である。だが事

態はいつまでもこのような出方待ちの状態を許すまい。

国有林はその特売方法の操作によって業界の協業体制を

促進しようとしているようであるが，そんな姑,息､なこと

電云

『で

画
邸
、
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耐欧洲トウヒブラジ型櫛型

自からのカーでこの山地に案内してくれた。欧州ブナ林

と欧州1､ウヒ林，欧州シラカンバ林を探り，外国樹種の

造林地としてはシトカトウヒ林，オレゴンパイン林を観

察し，それにカラマツ類の試験地を見て回った。

最初に河谷を登りきるあたりで，オオイタドリにぶつ

かり，驚き入った。聞けば標本的植栽に日本から導入し

たものから逸散したものだそうである。河段丘の上のゆ

るやかな地形に発達した欧州ブナ林から見始めたが，こ

こでも適正な樹冠と，天然更新の撫育のよさに感心させ

られた。このあたりのブナの樹高は25～50m,胸高直径

は50～50cm,30%林蓋が望ましいとのことである。そ

して路辺帯状伐採地には密植造林でもしたような稚苗2

年生，稚棚（樹高は’～2m,10年生く･らい）の叢林が

あった。、これが育林のスタートですよミと言いながら，

ショバー教授は静かなまなざしをその上に注いだ。

私達はまた見事な欧州トウヒの造林地を通りすぎた。

通直な樹幹は私に雌阿寒西麗に残った北海道の至宝の一

つなるアカエゾマツ林を思い出させた。北海道の原生林

が伐られるとしても，もしこのような造林地の代換品が

あって伐採されるのであったら，どんなに心強いだろ

う。そして，ここらあたりで，私は樹冠上部の枝ぶりで

欧州トウヒのブラシ型(BdrstenFichte)と櫛型(Kamm

Fichte)にわけることを教えられ，ブラシ型の方がよい

ものが多い説明も受ける。近藤助さんが，函館営林局長

の時代，私は局によく寄ったものだが，樹冠や樹型に綿

密な野外観察をつづけていた話を聞いたことなど思い出

した。またこの欧州トウヒ林中，造林成綴はどこでも良

いというのではなく，湿原系の土地に植栽したものはよ

くなく，その例を欧州ヌマガヤ群落の所で示された。ま

た私達日率人には珍しい欧州トウヒーコメススキ群落に．

もぷつかった。時として小面稜な山火跡地に欧州シラカ

一

林業大学植物園大学の東の方に少し離れて，林業大

学の植物園がある。材葉大学の植物園というのは，世界

でも少ないであろう。匝職は8ha,大きい方ではない

が’よくまとまった植吻園で，樹木としてはカンパ属

(Betula)やカエデ属(Acer)のコレクションがある。

誕匝産カンパ属としては，シラカンバ，.ダケカンバ，ウ

ダイカンバ，ミズメ，オノオレ，コオノオレ，ホロナイ

カンバ,1､ウシラカンバなどがあげられた。そしてカン

ノ噸はもう落葉していた。

ロック・ガーデンもなかなかよくできていて，アルペ

ンは北部’中部，南部に区分され，極地,北米の部もあ

り，ハイマツにおめにかかったのもここである。また沼

沢植物の部分では，ガマ，ドジョウツナギ類，スゲ類，

カウガイゼキショウ類などが見られた。

樹木の間に中秋の色が一ぱいにじ難でていた。静かな

散歩を職員と続けたが，北米東部産のjWss@zsy〃α雄α

の紅葉が一きわ眼をひき，日本の樹木としてはカツラ

や，ナツツパキがなつかしく，ニシキギが真紅に燃えて

いた。

ラインハルツバルト(Reinhardswald)ハンミュン

デンの西側に439mを最高峰とするラインハルツバルト

の山塊がある。谷の面には急斜面もあるが，一体ゆるや

かな起伏をして，林雑営の地形としてはまことによい

環境である‘

10月2･日割その日も快晴であった。シ賓一バー教授ば

望蝿
式
垂

丑
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る。日本で必要なのは「人でなく肩書である｣。ドイツ

で見たのは屑響きでなく，相互の獅肺であり，相互の識

見である。そしてこの試験地を通じて大きなテーマは

「地方系」の問題であった。そして優秀な林分のあると

ころから種子をとりよせて，育苗，造林して行くという

システムである。アメリカの木であると，アメリカのど

こからきた種子でもアメリカの木と安心する国とちが

い，アメリカならアメリカのその木の風土による地理的

分類も試象，それにより代表地点から種子を取り寄せ，

造林したものである。たとえばシトカトウヒ(Piceasi.
ロ

欧洲トウヒー欧洲コメススキ群落

負
・
そ

■

カラマツ試験地欧州シラカンパと欧州ワラピ

ン（林が現われた。林床には欧州ワラビが群生し，日本tchensis)を例にとるなら，アメリカの8カ所（オレゴ
のシラカンバーワラビ群集とそっくりであった。また同ン，カリフォルニア，ワシントンの諸州）からこれを求
型の群落が欧州ヌマガヤ湿原の乾燥したところにも見らめている。そして1つの地方系に対し，それぞれ0．08
れた°なお途上，欧州ミズナラの純林に出遇った。樹高hacをあて，特に産地としては高度，温度，緯度に注目
20m,胸高直径20～25cm,林齢200年。あまりにも整し，実験は80年もつづいてる。またオレゴンパイン
った林なので，教授に聞いたら，かつて夏から初冬にか(PsendotsugaDouglasii)に対しては，海洋性と内陸性
け，豚の放牧に使用していたそうである。ある苗畑の近とに留意し,前者にはvarviridis,後者にはvar.caesia,
くでは，一筋のマロニエの並木が華やかに美しく黄葉しそしてさらにvar・glaucaも用意してあった。いずれに

て燃えたっていた。どうしてこんなところにこの木の並も性意深く施業して，各年綿密な定期的観察を続けてい
木が？と質問したら蔓ああ，それは近くの苗畑苗木のる。

保護のため，この木の果実が鹿に好まれるから，植えらこの地域の植栽樹種の中では，欧州トウヒとカラマツ
れたのかもしれませんよ篭と答えてくれた。類を重要視していた。カラマツ類に対しては欧州カラマ

この森林で，私がひどく感心したのは試験地である。ツの地方系と，樹種別との試験が興味をひいた。前者に
それはその経営が，大学と国有林との密な連絡でやって対しては，アルペンを東西南北にわけ，それぞれその優
いることと，気長く同一試験地を存続し，しかも試験を秀な林分から採種し，また国内は国内で数カ所にわけ実
みんなで持続していることである。教授陣は，国有林の験したところ，シュリッツ(Schlitz)のものが，一番よ
技術者と，テーブルの上でなく，野外で直結して，そのいということがわかった。また樹種別の実験から日本の
意見と観察を率直に述べあっていた。こういう風景はどカラマツやチョゥセンカラマツはどうも成績がよくない
こでもザラに見た。つまりこれが極めて普通のことなのそうである。すでにそれは黄葉していた。なおショーバ
である。この普通のことが日本で見られないことを私は一教授は，「ドイツとしては日本のカラマツは海洋隆気
非常に寂しく思っている。日本ではしばしば「大学の教候の所に植栽すべきである」との見解を有していた。
授に見てもらったからいい」という臭味が感じさせられその日の午後は少しおそくなったが，河谷に沿った麓
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の茶店で，用意していたサンドイッチですませた。ホテ

ルのそばの食料品店で求めたフランスパンのサンドイッ

チ3個（1個45円）だが，質量ともよく，1個が日本の

サンドイッチ2箱をうわまわるであろう。ショーパー教

授から、明日からは午後は仕度はしないでいいですよ、

と念をおされた。この茶店の庭に，サイクリングをやっ

てきたらしい中学生の6人組が入って来た。女の子を1

人まじえてなかなかにぎやかだ。シトロンソーダ水を1

本づつ飲象，ゲッフ・を出しあってよろこんでいた。

古城日曜日にはラインハルツバルト(Remhards-

wald)の中の丘の古城ザバブルク(Sababurg)に案内さ

れた。この城はハンミュンデンとカッセルを結ぶ道路の

北部に位している。この日も底抜けの快崎だ。シ固一バ

ー家を出発したのが11時。「青空の青さに澄める」と詩

人がいったようなこの上ない小春日和を，ショーバー教

授のカーは快よく走った。その日は2人きりのエックス

カーション。おだやかなベーゼル・タールは小春日にす

ホテ欧州ミズナラの造林を見たが，いずれも樹高生長はよく

．イッなかった。

|本の小高い丘の上の古城ザバブルク(Sabaurg)にのぼる。

《一教この城は'6世紀までは天空にそそりたつ円錐形の塔によ

~よ、りその名をうたわｵ',’’8世紀が全盛期であったが，後半

rやつに至って衰え始めた。それでも1961年来Hessen州当局

を1の努力で再建された。

を1お城の上から見下すと，すぐ眼下にはつやつやしい緑

をした牧草原がひろびろとくりひろげられた。そしてそ

1rds-の後には欧州トウヒの森林が続いた。そしてのびやかな

}内さ

路の

一ノf

と詩

'一教

クス

にす

自然保護区の欧州ナラ林

森と牧野の組合わせは，ぽっかりと透徹した陽の中にな

んともいえない爽快な印象を与えた。昼はお城の中のし

・ストランで，鹿のローストをご馳走になる。

城の蕊I上側は傾斜も急で，自然林になっており，シナ

やカエデやトネリコの類などの巨樹がよく茂り，古城と

よくマッチして，立派な立体感が盛りたてられていた。

そしてよく見るとて，そこには愛くるしい鹿類が放牧さ

れていた。

それから丘を下って西の方向に進象，欧州ナラを主体

とした自然保謎地域を訪ねた。面積は70hac,西独とし

ては代表的な天然記念物の一つである。巨樹も，倒木も

そのままになっており，倒木が巨大なオブジェのような

唾い形をして興味深かった。ナラやブナの樹齢は600～800年

ったといわれ，約100年間も手入れをしなかったとのことで，

D風よき自然林の景観を保持して，見ばえがした。ちょうど

日曜だったので，プロムナードともいいたいこの地域は

蔓長かなりなにぎわいをしていた。そしてその中にうちまじ

*のって，私達も愉快な散歩をつづけた。

り，その夜はホテルのチーフが、たまには冷肉の盛り合せ

'ﾚマもよいものですよ、というので，それをとった。大きな

皿の上にソーセージ2種，ハムの大きな2片，ポイルド

こ造ビーフ，ベーコン，それにチーズの大切2片，日本人の

、の胃の腕には無理だ。（つづく）

－26－

瞳
》

《
．
｜
お

喧

型匁
垂
》

IL

路傍の欧州ブナ林

つかりぬくもっている。紅葉（といっても紅色は少ない

が）しはじめたそばの森，散在する牧場，そしてゆった

りとした流れ。芯んともおだやかな満ち足りた平荊の風
景だ。

まず欧州ブナの純林を見る。ここも樹碕30m余，直長

の樹幹を揃えたすばらしい林で，ここで日本のブナ林の

惨必さが身しぶた･その近くに森林主事の官舎があり，

側の柵の中には鹿が飼われていた。時為わざわざクルマ

をとめて，鹿を見て行く親子連れもあった。

また行く程に，欧州ヌマガヤ群落（やや湿性地）に造

林した欧州トウヒ林の説明をうけたり，やや湿性地への



整理してこれを基にして表示してみた。こうすると，，会

議の文欝の流れが一目でよくわかる。この作業と相前後

して会雛の進めかたについての書籍を雛入し，ミックス

して検討してみた。このようにして設計を作り，実行し

たのであるが，この間に得たいろいろな知識と教訓を整

理してゑるとつぎのとおりである。

会議の議題と目的：会議の定識は、多数の人が特定の

議題について，お互いに意見を交換しあい，結論を得よ

うと努力すること、といわれている。そこで，会議に参

加するメンバーに議題と目的をはっきり知らせることが

必須の条件となってくる。会議の議題だけでなく，その

目的もはっきりしなければ諭綴の焦点がぼやけてしまう

このために，会場の入口に，、･･･…に関する会織場侭

と明示するはもちろんであるが，議場正面の黒板に餅く

とか，白紙に書いてぶらさげるとか，資米躍にもはっき

り書くとかして，明示する必要がある。会議の当日も司

会者からはっきりと述べることが必要である。

たとえば，

議題：1支場における研究成果の説明

2研究成果のう･ち，普及に移しうる事項ならびにそ

の方法の討議

3昭和57年度の中央協議会で決定された「林業試験

研究における当面の重要課題」について討議を行なう。

目的：1議題1については支場における研究内容を

参加者に知らせ，今後の研究の連絡協力に役立たせる。

2議題2については，参加者の意見をきき，今後の

林業試験行政に反映させる。

ろ識題ろについては，各謂題ごとにブロックでとり

あげるべき小項目，その小項目の実施儀関，その実施上

の問題点の検討を行なう。

と明記するなり，解説するなりしておけば，メンバーは

会議前にいろいろと考えを練ることができよう。

資料：会議の資料提出のしめ切り日を会議開催の15日

前として各参加機関にお願いしたが，参加したての機関

のうち，期日までに資料が届いたのはわずかにろ機関で

あとはポツリポツリと雨滴のごとく，ときどき思い出し

たように，開催当日まで提出が続いた。なかには，当日

になって，、資料は準備してきていますので，ご希望の

向きにはさしあげますから申しIHてください。とおっし

ゃる方がいられるには全くまいった。

資料を早目に提出していただくのは，これを主催者側

で適当に整理し，事前に出席者に配付して，審議がスム

ースにいくようにするのが目的である。これを料理に例

えると，資料はミソ，ショウユ，魚，野菜などの材料に

当るのであるから，お客が集まるまでにこの材料を料理
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〔林試・九州支場〕

身
ぞ

はじめに

いままで私は林業試験場の九州支場の経営研究室にい

て，ほとんど研究だけに恵念してきた。研究員は私のほ

かに1名いたが，この人は本場に内地留学していたの

で，小じんまりした部屋には私とアルバイトの女の子と

二人っきり。この娘さんは月に14日しか出てこない日雇

の非常勤職員であるので，月のうち半分は私の個室と化

し，ほとんど雑用はなく，まったく理想的な研究環境で

あった。それが思いがけなく九州支場の調査室長と経営

研究室長の併任を命ぜられ，赴任したとたんに矢つぎば

やに2回にわたる大きな会議の開催の準備が待ちかまえ

ていて，キリキリ舞の毎日が続いた。庶務課長は!|騒出さ

れ，間もなく支場長も娠出されたので，緊張の連続であ

った。

会議に出席していいたいことをしゃべる立場と異な

り，お膳立する立場となると実に細かく気をつかわねば

ならない。おかげで体重は減ったけれども，今願象て完

全にやり終せた満足感でいっぱいである。いい経験であ

った。いきなり，会議の設営を童かされる方もあろうか

ら，私の経験が参考になれば幸いと思い，紹介する。

会謹を始める前に

私がまず考えたことは，、会議の設営について、とい

うテーマで論文を響くつもりで準備してみようというこ

とであった。論文を醤くには，まず文献をあさり，関係

する図書を読象，試験設計をたて，結果についての見と

おしをたてる。つぎに，この設計にしたがって実行し，

観察を密にし，結論を得る。

会議設営の場合にもっともよい文献となるものは，過

去においておこなわれた同類の会議の文書いっさいであ

る。まず，この文譜全部に付隻をつけてこれを月日別に

垂鋲
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し，お皿に並べる時間がなければ招待する方はたまった

もんじゃない。当日になって材料を持ってこられたので

は，いくらよい材料でもせっかくの板前の腕が振いよう

がないではありませんか。仕方がないので，ギリギリま

で待って印刷に付したが，折悪しく市内の印刷機関はど

こも手いっぱいで，ようやくムリをいって間にあわせた

ときは全くほっとするやら，腹がたつやら，情ないや

ら｡印刷に間にあわないのはﾘｺビｰにかけたり,その

まま代表者に渡したりしたけれども，このような切端つ

まったやりかたは，できるならさけたいものである。

参加者が交替で会議の世話役になるならば，このよう

なことはなくなるのではないかと思ったり，いや，のど

もとすぐれば熱さ忘るるということになるかなどと考え

たりする。また，会議を開く援用は各地から集まるとし

た場合，旅費から給料から計算すると，1人1万円とし

ても,100人集まれば100万円というちょっとしたまと

ま画たお金となるのであるから，資料がおくれたために

会織の進行に支障をきたすとなれば，その罪は大きいな

－とひそかに計算したりする。

つぎに，資料は後日のとりまとめのことを考えて，表

の作りかただけでなく，サイズも一定にするのがのぞま

しいことがある。このためには表の寸法を書いて資料の

提出を求めるとか，あるいは同じサイズの用紙を予め配

付しておくがよい。こうしてあると，各機関から集まっ

た資料をばらして編集しなおすときに便利である。

費料は会議の流れの順に通番号をつけておくと，相互

の関連を説明するのに具合がよい。

必要部数は，出席者の数だけでなく，後日の報告用，

予備用を含めて計算しないと，あとで余分が欲しくなっ

たとき苦労する破目に陥いる。

喪料が多いときは一括して欝類袋に入れ，表に会議の

名称，議題，目的，資料内容の目録を書いておくと，会

織にのぞむ人に，会議を真剣に討議する気構えをうなが

す効果がある（この袋に入れた賓料を，前もって参加者

の手許に届けておくことができれば理想的なのだが）

記録の方法：議事の要点をノー1､するのがよく用いら

れる方法であるが，これとテープレコーダー－と併用する

のもよく用いられるテである。

レコーダーはあくまであとでノートするための手段で

あ為から，あとで記録しやすいような手段を講ずる必要

がある。いまのレコーダーには度数計のついたものが多

いから，これを利用して，会議の進象具合と，度数と時

刻をつぎのようにメモしておくと，必要なところをすぐ

さま参照できるから都合がよい。

ついでに要点を記録するノー1．には時刻を10.45とい

うように書きこむと録音と対照しやすくてよい。

あとで整理するときに困るから，会議の始めに発言者

は所属と氏名をはっきり述べていただきたい旨を司会者

からお願いしておく（もっとも顔ぶれをお互いによく知

っている小人数のときは，この必要はないだろうけど

ﾚｺー ダー の度数｜時刻 ｜内 容

9．55シイ用材木の誘導試験

10.00アカシヤの試験

【
。
２

３
５
５
６

も）それでも話に熱が入ると抜けることがあるから，司

会者がミただ今の．．…･試験場の……さんの発言について

｡…．．、などと発言するとか，マイクの差しこぶが2個所

ついているレコーダーであれば，1個は発言者の記録用

として，あとの1個はレコーダー係り．の手許におき，小

声で発言者の名前を録音していったらよい。

あるいは，発言者の声はマイクに入れずに，マイク係

りが発言の要旨を小声で録音するのが良法ではないだろ

うかと考えてテストして鍬たことがある。読昔もテスト

して患てください。

名簿：名簿を作るのは，①譲事録を作るため，②宿舎

との連絡用に，③見学にいく計画があれば，その人数を

知り，車とか宿舎の手配をする，④パーテーを開くとす

ればその準備用……などに必要であるので，最初に公文

書で参加者の職氏名，期日，宿舎あっせんの要否をきい

て，文書がくるにつれて遂次ノートしていき，整理して

いく。おくれて来るのは催促し，当日改めてまた受付で

たしかめ，準備に支障のないようにする。ことに宿舎の

あっせんとか，車の手配は事前に手配しておかないと，

あいにくどこも満員ででもあればなんとも処置ないこと

となる。ひとまず概数を予約しておくがよい。

座長：分科会を開いて会議を運営する方法があるが，

これを司会する座長が要る。座長は早目に前もって決め

ておくがよい。気骨の折れる仕事であるので，なかなか

やりたがらない（なかには深い関心を持っている人もあ

るけれども）ので，前もって適当な人に了解を求めて座

長を引きうけていただき，当日は，、座長はどのように

して選任しましょうか、ときかずに，

、座長の選任は司会者にまかせていただきたいと存じ

ますが，いかがでしょうか、ときく。すると必ず、異議

なし、

の声がかかる。もし万場寂として声がなければ，

、ご異議がないようですので，・・…･にいたし室すと、

発言してさっさと決めてしまう。一見非民主的のようだ

《
《
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しまらない戸がある。手洗いの水がよく出るか，汚ない

印象を与えないか，あきにくい戸は，、強く引いてくだ

さい、と密いておくとか，あいにく断水であれば，水を

別にバケツにくんでおく。不愉快な印象を与えないよう

によく柵除しておく等の心づかいを要しよう。また，便

所の場所の表示として，セロテープとか色のついたテ

ープを上手に利用して，スマートにするのがよくはない

か。

鐸溌がすんでから見学にいくのであれば，見学先の下

見，見学先への了解，挨拶，車の手配，資料の準備など

手落ちのないように準備しなければならない。

会諾の当日

会場の机，イスの配置，記録方法に手落ちがないか，

宿舎，車の手配は完全にすんだか，4～5日前に予行演

習をやり，主催者側の立場，参加するメンバーの立場に

たって行動してみて手落がないか点検し，不備がなけｵ､

ば，心静かに当日を待つこととなる。さて，当日となれ

ば，統奇とメンバーが詰めかけてくるので，入口に受付

をつくり，名簿にメンバーの名前をチェックし，資料を

渡す。

会議が始まると，司会者はまず会議の議題と目的をは

っきり述べる。

つぎに，たとえ前もって資料が渡してあってもよくソ

シャクして来る，人は全部の人ではないので，したがって

メンバーの知識はマチマチであるから，知識をまず平均

化させるために，必要な情報・喪料を用いて会談のでき

るようにする。メンバーの気持が討議しようとする気樅

えになったら，討議のルールをはっきり述べ討議の観点

をはっきりしぼって，巧みに討議に引き入れ，意見を引

出し，結論に承ちびきまとめるということになる。これ

が会議のもっとも核心に触れることであるが，この文で

は，会議の準備に当るものの立場から述べているのであ

るから，この司会のことについては深く触れない。

会議の終了後

会議が終ったら，全くやれやれである。なにもほっと
いてフトンをかぶってねこ鍬たいくらいに疲れている

が，まだ有終の美を完うしたことにはならない。

記録を整理し，印刷に付し，これを関係方面に報告な

り，通知をする。借りたものは返すなりして始めて会議

は終ったこととなる。

が，メンバーの気持は，このようなことは司会者の責任

において，テキパキと決めることを期待しているので，

一向さしつかえない。

机とイス：机とイス

の必要な数をあらかじ

めよくしらべておく。

足りねば一時借りるな

りして参加者一同がで

きれば皆座れるように

配慮する。

机の配置のしかたは，

特別の場合でない限り，

司会者もメンバーも同

じテーブル・イスにす

べきで，単にある人は

謹仏
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偉いからよいイスをあてがうというような配慮は，会織

の本質的な目的からいえば，かえってマイナスになると

されている。円卓式にすれば，承んなの顔が向いあい，

理想的なのであるが，狭い部屋に大勢の人を詰めこまざ

るをえない場合にはそうはいかないので，できるだけ机

の配置からくる差別感をなくして，しかも審議のしやす

いようにと，澗査室の人衣と話し合った結果，図のよう

な配置にしたのである。すなわちBaには議長団に当る

人女を配置し，あとのb,c,dには机を2列づつ配置

し，しかも議長の座る列の左右とかうしろには同じ職場

の人とか，かねて顔なじみの大学の先生方を配獄する

と，遠い座席に座る人には，外様大名のような心境にな

られると困るので，今日は故意にもっとも議長席から遠

い席に身内の試験場の人とか大学の先生方を配置して，

左右のb,cには県関係の人とか民間の人を，各機関の

出席人員の関係だけから考えて配賦した。席の配置を示

すために机の前にぶらさげるビラの位置はそこに同じ機

関の人が集まって座れるようにイスの数を考慮したのは

いうまでもない。これで，会議場に入った人に，机の配

置からくる差別感をなくするのに役立ったことと思う。

その他：時計は一時的の会場であれば，大型の時計を

なるべく多くの人が見うるような位置に正確にかけてお

くと，無言の議事進行の役割を果してくれる。

幻燈を使うことがあれば，差し込みはどこにあるか，

ヒューズが切れっぱなしになっていないか？幻燈の調

子はよいか，幻燈のつぎコードとかスクリーンはある

か，暗幕は完全に閉るか，電燈は皆完全に点くか，これ

らも当日どおりの予行演習をして徹底的に手落の有無を

テストしておく必要がある。便所をよくしておかないと

いけない。なかには，あかない戸，あきっぱなしの戸，

訟
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かにされていない。

現在畑地の地価は坪当り50円から600円位になづてい

るが，普通畑では150円から350円位になっている。水

田の場合は坪当り666円から1,500円というのが普通の

相場になっている。もちろん宅地に転用されうる場合は

2～3,000円となっているがこれは特別である。

aいま草地造成の場合林地職入溌を1ha当り5万円

~20万円とすれば，坪当りにして17円～67円となる。

bまた普通畑を購入する場合坪当り150円～350円と

すれば1ha当り45万円～105万円となる。

ここで考えなければならないことは草地造成の土地

改良事業饗がこの購入価格を著しく上回ることは経済

的にゑて好ましくない。

c土地改良識は坪当り100円～300円とみられるが，

1ha当りでは30万円から90万円となる。

．このほか林地より転用する場合には，幼齢造林地の

補償と広葉樹幼齢林の補償等が考えられる。

幼齢造林地の補償は1ha当り造林支出20万円利子3．5

％として5年，10年，15年の場合それぞれ28万円，34万

円，40万円となり坪当りにすると93円，113円，133円と

なる。

広葉樹幼齢林は20年生で，試算によるとha当り,1.6

万円位と計算されるがこれは国有林では補償の対象とし

ていない。

以上あげたような草地造成のための用地取得額が実際

いくらになるか，個麦の草地造成計画によって明らかに

する必要がある。

2．酪農経営の技術的内容の検討

酪農経営でまず問題になるのは草の収量と搾乳量の問

題である。1ha当り草の収愛を2～4万kgとして，そ

れが経営全体とどのようにつながるのか，またその経済

価値はどのように計算されあのかが問題である。

わが国で最も酪股の進んでいる十勝地方の純酪艇経営

の土地利用の内容を象ると飼料畑4ha,普通畑はろha前

後となっており，このほか永年牧草地5ha,普通山林採

草地Sha前後となっている。

草の収量については最も集約な飼料畑で1ha当り4

万kg,永年牧草地2万kg,普通山村採草地12万kgとな

り加重平均の1ha当り草収量は,2.6万kgにすぎない

現状である。

したがって草地造成用地において総体的にはいかに集

約経営であっても3万kg以上に承ることはできないで

あろうと思われる。

1題当り年間消費量はその飼料の選択によっても若千

相異するであろうが普通2万kg前後と考えられ,1，頭

仰1494109000.11叩1曲81.0100ⅡQolOUnO9IO･dOIdIOIlbM9lUNd.必
帥恥

《
■
■卿Ｈ１咽１４脾１ＦＩ帥

■
４
９１ＪＯ▲８

△
６４吋

●齢
、伽脳９ばり４

０
．
９卜酬
句
星

草 地造成のための

林地転換利用の

基本的考え方

一
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門 脇宏：
号

〔秋田営林局計画課〕：
旨
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は じめに

最近牒業構造改善のため国有林の活用が根強く要請さ

れている。農業構造改善の事業がわが国産業発展のた

め，またすべての農家のために真に必要であり，客観的

な妥当性の根拠にたっているか，どうかは検討を加える

必要があろうが，この問題は一応ふれないこととする。

ここでは草地造成の経済性を追求して林地より土地利

用が高度であるかどうか，草地造成のもつ経済性の問題

を明らかにして，この林地利用の基本的考え方を明らか

にしたいと思う。

草地造成をする場合には第1には林地の購入饗，林地

の補償の額と草地造成事業饗とによって決定されるとこ
ろの用地取得費をどのように考えてまず用地基樅を確立

するかである。

第2には酪股経営をいかに技術的に考えて収入，支

出，利益を考えていくかが重要な問題である。

また国家的施策として考える場合には乳製品と木材の

国家的需給の推移と世界的にゑたそれぞれの価格の今後

における見通しをたて，いずれと輸入することが国とし

て有利であるか，また国民雇用による付加価値から考え

ていずれが必要と考えられるかなどについても十分な見

通しをつけてみなければならない。

真に草地造成がどの位必要であり，それが国民経済全

般のために有利であるとすれば，国有林の活用はむしろ

職極的に実施すべきであろうと考えられる。

しかし酪農経営と林業経営との経済性は林業の経済林

地については，徹底的に分折して承る必要があると思

う。農政局でこの経済性をどのように考えて資金計画，

濫営計画，労働計画，等を考えているのかそれぞれ個友

の場所について検討を加えてみる必要があると思う。

1草地造成の用地取得額

まず草地造成の用地取得識を明らかにする必要がある

が，この目標を農政局でどのくらいに考えているか明ら

《
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当り年間搾入量は20"(3.6kl)24石(4.5kl)とされて

いる。

乳価は1升60円(11当り33円）位が現在の高調な相

場であろう。

いま草地造成の財政投資と経営成果の地代と地価を想

定して承ることにする。

a草地造成の財政投賢の想定

現実には草地造成の用地設計，経営設計の内容を十

分に検討する必要はあるが，便宜的に標準的な推定を

おいて現実を検討することもできる。

いまかりに草地造成のための1ha当り財政投資が

次のようにされるものとしてみよう。

ilha当り草地造成饗．…...………….…30.0万円

住宅投資200万門×古=16.6万円
（1戸当り牧地面積12ha)

林地I職入秘････…………..．､…10.0万円

計…....………･･･…･･56.6万円

30年償還饗（利子率5％）ろ.7万円

,；〃機械1勝入’00万円×古=16.6万円
の10年悩還1．1万円

乳牛購入9万円×圭宛の5年償還iii"
○

3．5万円

iii幼齢造林地補償↑ha当り34万円全面積の一方と
してろ.4万円

30年慨還の場合0.2万円

b採草地の地代と戈蜘i

採草地の地代と地価

|!h｡当り採草量
備考

’2万kg13万kg14万kゞ
1ha当り生人75115150
産延人員
同上経費万円6．09．012．01人1日800円

肥料代〃2.05Z53:53510’ai+iiの〃4．84．84．81
彼還費
粗収入〃1"19.62461J頭当り搾入量年|20石1升60円

地代〃00.7*2.2駒曾69"･5+
算定地価〃｡”喝2贈繍8鯵危険負
修正地価〃。2〃8"繊地S0影として

この表で1ha当り平均草の収量と1ha当り生産費を

いかにみるかは重要な問題である。しかし十勝の最も優

良な酪農専業農家における飼料畑の平均収量は2.6万kg

●

であることからみて5万kgの柵を摘要するのが最も妥

当であろうと考えられる。

つぎに1ha当り生産識は先の十勝の酪股股家で実態

調査したものによると，諸機械（約200万門）を導入し

ていて’1頭当り年延100人を必要として､、るのに対し

労働力は75影に減少させているものであり，また機械償

却費も50％としており過少にぷている。

肥料代については同上調査実績のkg当り換算額を掲

上した。なお表にはるaの通,ivの,慨還擬は除外して

いるので地代は実際より大きくなっている。

この表によれば草地造成の集約経営においてもその地

価は1ha当り27千円であり林業に比較して非常に低位

であり，土地利用の高度化の観点からは望ましい姿であ

るとは必ずしも考えられない。

林業においては造林可能地の地価は1ha当り普通5

万円から10万円であるからである。

むすび

草地造成の希望が高まっている最近の状勢のもとにお

いて以上のことから真向から反対するものではないが，

国有林活用の希望地の2種林地の経済林地についてば少

なくともるのような分折をして判定するよう主張したい

ものである。

Saのiでは草地造成費1ha当り.50万円としている

が秋田局管内月山山瀧においては，飼料畑471ha放牧採

草地5!20haに対して4.2億円の造成費を掲上しており，

1ha当りに換算すると55万円となり飼料畑については

90万円以上投下されることになる。これによってろai

をみると130万円となり，50年の年償還額は約10万円と

なり,b表の3万kgでは地代地価ともに赤字になる。

b表の4万kgをとってみても1ha当り,27万円の赤

字になってしまうことは注目しなければならない。

このようなことからして草地造成は林業との経済比較

において’林業の方が有利になってでてくる事例が圧倒

的に多いと考えられる。

以上の事からして草地造成の必要性を称えられている

現状においては非経済林地をまず活用の対象にすべきで

あると考えられる。

経済林，非経済林を明確に将来を見通して結論ずける

ことはむずかしい問題であるが，少なくともha当り伐

期平均成長量4m3以上を期待される経済林地において

は林地と草地の経済比較をすることを前提とし国民雇用

を通じての就業価値,それぞれの付加価値等も十分に検

討したいものである。
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蒸 散抑制剤OEDグリーン処理

によるテーダマツ，スラッシュマツの

移植活着試験

山路木曾男

〔林業試験場造林部〕

まえがき

苗木の床替，あるいは植栽に際し苗木の乾燥が活着な

らびに，生長におよぼす影響については，すでに，2，

5の文献により明らかである。外国産樹種の中で，これ

から述べるテーダマツ，スラッシュマツも例外ではな

く，植栽の年に高い枯損率を示す場合がある。その原因

の中には，寒風害による被害もあるが，掘り取ってから

植栽までの苗木の乾燥が大きな因子である例が多い。

筆者は，テーダマツ，スラッシュマツの活着率を向上

させるために蒸散抑制剤OEDグリーンを使用して，そ

の効果をぷた。

対照区は掘り取り後25本づつにたばねた。各組の対照区

と処理区は，次の日時に植え付けた。

（1）当日植え（1962年3月27日午前10時）

（2）5日目植え（1962年5月29日〃）

（3）5日目植え（1962年3月31日〃）

（4）7日目植え（1962年4月2日〃）

1組は，対照区(A-1,A-2)と処理区(B-1

B-2)はそれぞれ25本づつ2回くりかえした。当日稲

え以外は，移植の日時まで屋内にたばねたまま放置し

た。

各組の重量減少率を求めた。なお，当日植え区は掘り

取ってから移植が終るまでに，約30分かかった。

苗木の活着本数は，最終掘り取り調査のときに確認す

ることにした。

（%）

~
口

尭>単

1．実験そのI

テーダマツの床替苗木を対象として,OEDグリーン

処理をおこない，ただちに移植した当日植えから，3日

目，5日目，7日目の4回にわたって，処理した苗木と

無処理の対照苗木を移植した。掘り取りから植え付けま

での経過日数が大きくなれば，苗木の乾燥する割合も大

きくなるので，その場合のOEDグリーンの処理効果が

活潜にどのように影響するかを調査した。

1）材料その他

イ）処理の対照苗木

テーダマツPmustaedaL.(LobloUypme)(1

－0）当年生苗木（1961年5月29日播種）

ロ）タネの産地と母樹の年齢

Hearesttown-IndiaSpringCounty-Henny．，

Georgia,U.S.A.

樹齢50～40年生，樹高45feet,胸高直径15inch

ハ）携苗場所

艇林省林業試験場苗畑（東京，目黒）

2）方法

OEDグリーンの原液500Ccを8/の水道水でうすめ

たもの(OEDグリーン0.6影液）を用いた。テーダマ

ツの苗木を掘り取り後，ただちに苗木全体をその液に漫

談(数秒間)したものを処理区とした。処理区は処理後，

100

I
＝

-Coltt.

－－--OEDｸ，リク処理
罰

■

Ｐ

私
斐
蕊
一,膣 3日目植え反

p

50

‘窪 5日目植え区

50

し牽壽=~Y…0
三五七

日日日

目目目

第1図各区の重量減少率
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づつたばねて放臘した。

苗木の処理区分は下記の通りである。

A区対照区（無処理）

B区苗木全体を浸積

C区苗木の地上部だけ浸積

D区苗木の地下部だけ浸積

浸積の方法は，実験そのIの要領で各区のそれぞれの

部分だけおこなった。各区は25本/mg当りで,2回くり

かえした。

ろ日目植え区は，実験そのIの方法で苗木の重量減少

率を求めた。

ろ）結果

5日目植えの軍量減少率は次の通りであゑた。

区分重盤減少率二区の平均重戯減少率

A-121.86%
20.05影

A-218.19

B-12000
19．55s

B-219．09
，

C-119．16
19．86

C-22069

D-129．51
28．21

D-226．90

重量減少率はA,B,Cの間ではほとんど差がなく，

地下部だけを浸職したり区だけが大きかった。

1963年ろ月5日に最後の掘り取り活着本数を調査した

のが，第2表である。

この実験では，ろ日目植えで地下部だけを浸積したり

区と，無処理とが同様に1本も活着しなかった。当日植

え区では,C区42本,D区42本,A区54本,B区55本の

活着を象た。

各区の当日植えと3日目植えの本数合計から活着率を

求めると,C区(60%),B区(51%),D区(42%),A区

（34％）の順になり，苗木の地上部だけの浸積が良い結

果を示した。

第2表スラッシュマツの活蒲本数

（1963年5月5日調査）（）は活着率

ろ）結果

5日目植え，5日目植え，7日目植えの各組の対照区

と処理区の平均重箪減少率は，対照区の方が大きく，48

時間経過した後に約25％の減少率を示すが，処理区の場

合は，約'5％の減少率であった。7日目植えになると，

対照区は38％，処理区は55％となって，あまり差はなか

った。各組の平均重量減少率を曲線で示すと第’図の通

りである。

1965年3月4日の最終掘り取り調査の結果を，第1表

に示した。この場合，当日植えの処理区と対照区とが良

く，処理区については，96％以上であった。5日目植え

以後は活着本数にゑるべきものがなく，ただ，処理区が

ややすぐれている程度であった。

処理区と対照区の掘り取り時の苗丈，根元直径の差を

t一検定で求めるとその差は認めることができなかった。

二
Ｆ

負
印

第1表テーダマツの活潜本数

（1965年3月4日調査）（）は活着率

対照区｜処理区
分区

|A-!IA-2IB-↑IB-2
18(72）22(88）24(96)'25(100）
01（4）1（4）ろ(12）

0001（4）

0000

1825125129

(1)当日植え区

(2)．3日目植え区！
(3)5日目植え区

(4)7日目植え区

合計本数’

2．実験そのⅡ

スラッシュマツの床替苗木を対象として,OEDグリ

ーン処理をおこなうとき，苗木の処理する部分によっ

て，それが活着にどのように影響するかを調べた。

1）材料その他

イ）処理の対象苗木

スラッシュマツPmuSelliottiivan,elloittii(Sla-

shpine)(1-0)当年生(1961年3月29日播種）

ロ）タネの産地その他

EmanuelCountry,Georgia,U.S.A.樹齢不明

樹高50feet,胸高12inch

ハ）養苗場所

実験そのIと同じ

2）方法

1962年3月27日に掘り取り後，処理区は実験そのIの

濃度OEDグリーンに浸積し，当日植えは，ただちに移
植した。5日目植えは処理後，5月29日まで屋内に25本

Ｌ

妙
Ｔ

§＝

－

5日目植え区

12
－－－

00

6(24）1宮(48）
9(36)9(361

00

当日植え区
分区

］21
13(52）21(84)1
24(96）9(56)1

21(84）21(84)｜
Z6"")|

(無処理）

(苗木全体）

(地上部）

(地下部）

区
区
区
区

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

合計本数’78 17‘ ｜↑512，
－ろ3－



3．考察

苗木の重量減少率を指標にして，テーダマツ，スラッ

シュマツの活着とOEDク．リーン処理の影響を調べた。

実験そのIとⅡの結果から，掘り取りの当日にOED

ク'リーン処理して移植すれば，対照区よりよい結果であ

った。しかし植え付けの日時が経過すると，あまり効果

があったとはいえなかった。これらの点は処理方法ある

いは，気象条件が苗木の活着に影響すると考えられるの

で，今後の研究課題として問題を残した。

苗木の重量減少率と活着については,OEDグリーン

処理によるこの実験で明らかになったように，3日目植

えに媚いて，すでに，対照区は27形，処理区は'7％の重

量減少率を示し，減少率の低い処理区さえも活清にみる

べき効果がなかったことから，ほぼ，テーダマツの移植

の翰合には，重量減少率を10形以下におさえないと枯損

率が高くなるようだ。この重量減少をおさえるために，

OEDグリーン処理した場合でも，掘り取り後48時間以

内，無処理の場合は，24時間以内に移植することが好ま

しいことになるが，本実験の場合は苗木の処理後の管理

方法が苛酷であるので，仮植などの方法で，苗木の乾燥

を防止すれば多少移植日時と活着の関係はかわってくる

と考えられる。これらをスギに比べると，スギの場合は

重量減少率27％に至るまでに約5～6日かかり，51～24

影の活溌率をあげている報告，重量減少率が35％までに

なるのに，7～8日かかり活着しなかった報告などと比

較すると，テーダマツは重量減少率が早く，また，スギ

より小さい重量減少率で活着がしないことになるので，

苗木の乾燥と活着の関係はきわめて本邦産のスギより鋭

敏であるといえる。なお，スラッシュマツとテーダマツ

の活蒲の難易は，実験そのIおよびⅡから考察して，ス

ラッシュマツがテーダマツよりやや容易である。

スラッシュマツで明らかなように,OEDグリーンで

処理する場合は，このような濃度であれば，苗木全体を

浸積しても，地上部だけを浸積しても，結果にたいして

ちがいがないので，能率が上がり，経済的な地上部だけ

を浸積する方法によればよいと考えられる。

以上，この実験から,OEDグリーンは，蒸散抑制剤

としての効果が活着によい影響をあたえた。また，処理

することによる生長の低下も象とめられなかったが，こ

れを実際に山出に使用して，活着率を向上させるについ

ては,.植栽実験によって確証し，最適濃度，良い処理方

法を明らかにする必要がある。
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昭和38年度

林業改良指導員資格試験問題

●福岡県●

〔5月号のつづき〕

（造林）

5．マメ科に属している肥料木と属していない肥料木を

おのおの2つづつあげなさい。

6．（）の中に下の語群から適当な言葉を選んで入れ

なさい。

光合成とは空気中の（）を（）と根から吸

い上げた（）との助けによって（）をつく

ることである。

（イ)空気（ロ)炭酸ガス（ハ)酸素（二)水

（ホ)養分（へ)日光（卜)窒素（チ)澱分

（特殊林産）

1．シイタケ戦培で，梢木の伏せ込み場所および立て込

承場所は，次のうちでどれが適当か。適当なものに○

印をつけなさい。

(1)立て込染は伏せ込象場所よりも乾燥するところが

よい(2)立て込みは伏せ込み場所よりも湿度の高い

ところがよい(3)立て込みは伏せ込象場所と同じ条

件のところがよい。

2．原木にシイタケ菌を接種すると，菌糸は次のうちど

のような状態でまん延するか，適当なものに○印をつ

けなさい。

（1）原木のたての方向にまん延しやすい

（2）原木のたて，よこの方向に童ん延しやすい

（3）たて，よこに関係なくまん延する

3，下記のクリ品種のうちで．クリタマバチの被害に対

する抵抗性の強いもの6つに○印をつけなさい。

(1)銀寄(2)豊多摩早生(3)大正早生(4)中性丹波

(5)丹沢（0)鹿の爪(7)筑波（8ルなぐり(9)伊吹

（普及方法）

1．標準的な林業グループの条件と思われるもの4つに

○印をつけなさい。

(1)グループ員の会員がプロジェクトを実施すること

(2)グループ員の会員数が概ね20名以内で，グループ

の運営が民主的に行なわれていること(3)グループ

が村または森林組合から補助を受けていること（4）

グループが年間事業計画を立てて実施すること（5）

グループ員に各年齢層の人がいること(6)グループ

が年間を通じて,10回以上の集会を開き，集会では‐

グループ員の出席率が年間を平均して60影以上ある

こと

2．林業改良指導員として農家に接する場合に，心瀧け

ればならない事項5つに○印をつけなさい。

(1)日頃から農家に関心をもつ(2)常に名前をおぼえ

ておく(3)雄弁に話す(4)相手の趣味をおぼえてお

く(5)正確に伝えると同時に，よいきき手になる

(6)何時も明かるさを忘れない(7)専門用語をつかっ

て話す

（森林保護）

1．害虫駆除剤のうち，くん煙剤の使用について最も考

慮しなければならない因子を1つだけ次のうちから選
び○印をつけなさい。

(1)地形(2)面職(3)林齢(4)気象

2．政令で定められた森林病虫害等（法定病害虫）5つ

を選び○印をつけなさい。

(1)松くい虫(2)松毛虫(3)すぎはむし(4)すぎたま

ぱえ(5)赤枯病

3．俗に鉄砲虫と称せられる害虫は次のどの虫の幼虫で

すか。適当なもの2つに○印をつけなさい。

(1)キクイムシ(2)カミキリムシ(3)ゾウムシ性)コ

ウモリガ(5)カレハガ(8)コガネムシ

4．次の事項は，すぎ，ひのき，まつの代表的な病害とそ

の防除薬である｡,関連のあるものを記号で，それぞれ

該当柵に記入しなさい。

病名イ立枯病ロ赤枯病ハ葉枯病

薬品名aボルドー液bウスプルンcホ
ルマリン

（林産化学）

1．次の木材の化学成分のうち，含有率の多いものを3

つ選び○印をつけなさい。

(1)マンナぞ(2)リグニン3)ヘミセルロース(4)ガ

ラクタン(5j灰分(6)セルロース

2．黒炭の精煉の目的を5つ列記しなさい。

（木材加工）

1．木材の輸入は近年増加の一途をたどり，昭和57年に

は約1,100万立方米の輸入が行なわれた。次の中から

37年度輸入外材で最も多かったもの一つをえらび○印
をつけなきぃ。

（1沫材(2)ソ連材(3)南洋材(4)その他
（未完）

－35－
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験をして見たというようなことも寡聞にして知りませ

んので何とも申しかねますが，最近は，従来のものに

大部手を加え改良したものが市販されているようです

から，その2，3を紹介して鏥きます。

1.M式タイプ輪尺測定した直径が紙テープに記録

されるもの。

発売元東京都港区芝田村町5の16

松岡産業K.K.価格25,000円・

2．白石式（カーソル）輪尺カーソルが付いていて

直径が今までのより正確に読承とれるもの。

発売元東京都文京区小石川町1～1(林友会館内）

K.K.ヤシマ農林器具研究所

価格2,400円から

ろ．本数自動記録計付輪尺直径を計りボタンをおす

と各直径階別のケースに玉が落ち後でそれを数える

発売元東京都港区赤坂溜池1三会堂内

全国林業改良普及協会

栢議室
1－

識
：

一

質問輪尺の優秀品をご紹介下さい。

①昨今化学的物質の発達で従来の輪尺の欠点を改良した

製品はできていませんか（軽くて，強くて，くるわな

い，見やすい･･･…）

②①がないとすれば，現在市販の品物で最優秀品をご紹

介下さい。 （兵庫県神崎町大山森林組合）

執
伽
一

答①現在市販されてい論ものには，そのようなものは

ないようです。ほとんどが木製，または金属製です。

②最優秀品といっても，どんな要素を重視するかで，

遮ってくると思いますし，いろいろな角度から実用試

一一口■一一,－＝一■■－－－一一一一一口q■■－■■■■－1■■■■一つ＝■■■■■ーー■■■■ﾛ■ー■■一＝■■■■■■■ーー■■■■■＝ーーーー■■■■■■■■－1■■■■1■■■■ーU■■ーーー－－■■一一一一■■一一ー

彫の深い興味ある談物となっている。

ある時は辺邸な町ルルドを訪れて聖女ベルナデッタの

生家を尋ね，ある時は童心を丸だしにしてチロールの少

女と合唱する著者の人間的な肌合いを織りまぜながら，

各国の林業事情，現実問題の核心が指摘されていく。ス

イス，オーストリアにおける農家林業，クペー森林での

照査法，ベルン市有林での択伐林，スイス林業にとって

問題の大きい森林と牧野の関係など，かつて耳にしたこ

とのあるような興味深い問題とともに，ノールウェー，

スコットランドにおける放牧と植林との関係や，農家林

業経営上の問題，あるいはフランス海岸砂防やスペイン

の保安林造林，イタリア，サンタマリア森林での砂防工

事，さらにスペイン，コルドバの大造林の実情など，各

国，各地での現在の林業問題が軽妙ながら注意深く，丹

念に指摘されていあ。そしてこれらの問題もたんなる見

聞記に止められているのではなく，たとえばスイスの農

家林業を視察して日本のそれを思い，インドの林業博物

館を見て日本にもあったらとふりかえられるごとく，常

にわが国林業の現状と引きくらべながら筆を進められて

いるのである。

居ながらにして各国の林業事情や問題点を知り得るわ

れわれは，またそれをわが国の，そしてわれわれ自身の

問題としても引きもどすことができる。こうした機会を

与えてくれるのが本書である。（筒井迪夫）

彦

篝鯵耀介
｢世界林業行脚」

B6判,264頁,450円

著者：塩谷勉，発行所：日本林業技術協会

「ある時は寸暇を惜しんで駈けずり回り，ある時は貧欲

な探究者として相手に食い下がっていく。そんな旅を実

は私もやってぷた。そこはかとない不安と，言い知れぬ

緊張とそして大きな喜びと共に。そして私はその喜びの

行動を毎日の日記につけてきた」（はしがきの一節)。こ

の日記をもとにして，99日間の欧州ならびに28日間のソ

ビエト林業の見聞を綴られたのが本書である。

スイスからはじまり，オーストリア，ドイツ，ノルウ

ェー，スコットランド，フランス，スペイン，イタリ

ア，インド，ソ連邦まで著者の足跡はおよぷが，ありき

たりの平板な旅行記ではなく，われわれにとって初めて

おめにかかるような地域の林業事情が随所に繰りひろげ

られ，行間ににじむ著者の林斐観や示唆とあいまって，

－36－



樺湖畔の標高11600mの高地に天皇

皇后両陛下をお迎えして盛大に挙行

された。

◇林地肥培コンクール受賞者発表

第4回全国林地肥培コンクールの

受賞者は下記の通りである。

農林大臣賞：会下竹市（島根県邑智

郡川本町，桧12年生林分)，根崎晃

治（岐阜県恵那郡明智町，桧6年生

林分),WL利光（大分県臼杵掻腰，

黒松5年生林分）

林野庁長官賞：大村光夫（山梨県東

山梨郡牧丘町’桧5年生林分)，山

田浩教（愛知県北設楽郡稲武町，桧

5年生林分)’松崎剛（鹿児島県垂

水市，黒松9年生林分）

林地肥培協会賞：井上俊光（島根

県)，小沼貞雄（福島県)，野中孝治

(三重県)，鈴木芳男（茨城県)，宮

崎緑(山口県)，福重良行(鹿児島県）

◇林業三基本法国会に提出さる

今国会に政府提案の「林業基本法

案｣，社会党提案の「森林基本法案」

民社党提案の「林業基本法案」がそ

れぞれ提出され，4月10日の衆院本

会議で，重要法案として，このうち

政府提案の「林業基本法案」は，赤

城農相が，社会党提案の「森林基本

法案」は川俣清氏がそれぞれ提案理

由の説明が行なわれ，二法案に対し

自民党を代表して本名武氏，社会党

を代表して東海林稔氏が質問を行な

い，池田首相ほか関係各相がそれに

こたえた。

◇森林開発会社誕生

林野庁退官者の職業生活の安定を

源らいとした森林開発会社が6月か

ら事業を開始する。

同社は授権資本12,000万円，払込

済5,000万円，社長に衆議院議員の

野原正勝氏，専務取締役に林野庁蹄

査課の橋本寿生氏，監査役に前山虎

夫氏が就任し，同社の性格は観光会

社であるため当面，福島県嶽地方の

国有林地帯において，温泉，バンガ

ロー，林間学校等の観光事業に着手

し引きつづき筑波山地方と愛知県地

方にも手を広げていく方針である。

壷

幽
写

可吋 また同社は，林野共済会の観光面

とも密接な連けいを保っていくこと

になっている。

◇両陛下をお迎えして八子ケ峰で緑

化大会開催

今年の植樹祭（第15回）は5月14

日，長野県茅野市北山の八子ケ峰白

ご憾室
。
』

四
月
四
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
、
政
府
よ
り
林
業
基
本
法
案
が
提
出
さ
れ
社
会
党
か

ら
森
林
基
本
法
案
が
提
出
さ
れ
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。
今
国
会
で
成
立
す
る
か
ど
う
か

今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
の
生
産
増
強
路
線
が
今
後

の
林
業
の
進
路
と
し
て
の
性
格
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
同
時
に
こ
の
法
案
に
は
林
業
の
近
代
化
を
促
進
す
る
こ
と
も
折
り
込
ん
で

あ
る
が
、
生
産
増
強
と
は
分
離
し
た
型
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
慢
性
的
木
材
不
足
感
に
対
す
る
増
産
ム
ー
ド
と
、
時
代
感
覚
に
よ
る
近
代

化
ム
ー
ド
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
時
に
お
け
る
異
な
っ
た
経
緯
が
、
そ
の
ま
ま
法

案
に
反
映
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
来
、
林
業
に
対
し
て
実
施

さ
れ
る
諸
施
策
に
不
均
衡
や
分
裂
現
象
を
生
承
、
せ
っ
か
く
、
法
案
が
成
立
し
て
も
成

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
空
文
化
す
る
の
で
ば
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
生
産
増
強
と
生
産
体
勢
の
近
代
化
は
、
そ
れ
が
経
済
的
に
追
求
さ
れ
る
場

合
、
別
点
の
も
の
で
な
く
同
一
の
概
念
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産

手
段
が
近
代
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
単
位
当
り
の
生
産
性
が
向
上
し
、
生
産
コ
ス
ト
が
安

く
な
り
、
市
場
価
格
を
よ
、
り
安
く
す
る
、
と
同
時
に
、
利
潤
の
増
大
を
可
能
に
す
る

ｌ
マ
ス
プ
ロ
、
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
片
や
生
産

増
強
、
片
や
近
代
化
と
別
港
の
柱
を
立
て
ら
れ
た
の
で
は
、
先
の
ご
と
き
問
題
の
発
生

を
今
か
ら
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
林
業
技
術
の
進
路
に
つ
い

て
考
え
た
場
合
、
林
木
の
伐
出
段
階
か
ら
加
エ
段
階
ま
で
含
め
て
、
生
産
力
の
増
強
も

た
ら
す
近
代
化
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
目
新
し
い
も
の
な
ら
何
ん
で

も
近
代
化
と
い
う
こ
と
で
機
械
を
導
入
し
、
い
た
ず
ら
に
コ
ス
ト
の
上
昇
を
招
い
て
生

産
は
向
上
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
大
変
な
損
害
を
生
ず
る
こ
と
に
な

》
（
》
◎

今
後
の
林
業
の
進
路
は
今
ま
で
の
木
材
増
産
対
策
か
ら
、
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
押
し

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
林
業
の
近
代
化
Ⅱ
生
産
増
強
は
、
日
本
の
新

し
い
経
済
政
策
と
し
て
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
産
業
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
ｌ
米
国
と
同
じ
経
済
理
念
に
よ
り
同
じ
や
り
方
を
や
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
日
本
が
米
国
と
同
じ
繁
栄
を
実
現
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
現
在
鉄
鋼
の
生

産
額
は
世
界
第
三
位
と
い
う
、
し
か
し
原
料
の
大
部
分
は
輸
入
で
あ
る
。
日
本
が
開
放

経
済
体
勢
を
押
し
進
め
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
し
た
も
の
の
、
日
本
の
資
源
は
先
進
諸
国

に
比
べ
乏
し
い
、
こ
の
乏
し
い
中
で
森
林
は
、
今
後
日
本
経
済
の
基
盤
を
発
展
さ
せ
る

要
素
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
、
合
板
、
紙
パ
ル
プ
、
繊
維
板
等
の
生
産
ま
で
包
括
し
て

考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
は
木
材
工
業
の
先
進
国
と
し
て
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
が
木
材
工
業
に
重
点
を
麓
い
た
産
業
政
策
を
考
職
す
る
こ
と
は
、
資
源
的
に

も
、
技
術
的
に
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
の
地
位
の
向
上
も
可
能
に
な
る
、
こ
れ
を
実
現
し

得
る
よ
う
な
林
業
基
本
法
で
あ
っ
て
欲
し
か
っ
た
が
、
内
容
は
相
変
わ
ら
ず
の
需
要
均

衡
の
算
術
で
あ
っ
た
。
（
Ｓ
・
Ｎ
）

§
吋
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森林空中写真配布申請についてお知らせ

1空中写真調製の仕組について

a林野庁および都道府県林務部（課）が撮影した

「森林空中写真」の配布を希望する方は次の手続き

をして下さい。

イ林野庁の雛形地域（国有林）は林野庁計画課長

ロ都道府県の撮影地域（民有林）は関係知事に

「空中写真配布申請書」（別表1）を提出する

bネガフィルムは国有林，民有林とも林野庁に保管

してあり複製作業は林野庁計画課長から日林協に指

示される仕組になっております。日林協では指示さ

れた空中写真を複製して申請者に直接お届けします

5複製写真配布申請害について

森林空中写真は国，民有林ともに通し山番号が付され

ています。必要箇所の空中写真の山番号，コース，写真

番号等がわからないときは，5万分の1地形図に必要箇

所を図示して下記のところに照会すればすぐわかり重す

が，上記地形図を申請灘に添付して提出されると関係機

関で標定して複製いたします。

照会先…林野庁計画課森林資源班

営林局計画課空中写真係または測定係

各都週厭県林務部（課）森林計画係

日本林業技術協会測量指導係

別表1複製申請瞥樺式

複製写爽配布申請書

下記のとおり空中写真の複製配布方申込みます。
昭和年月日

申込嵩欝
殿

印

目 的

利用の方法

必要とする地域

写其の縮尺及び部数

希望配布年月日

傭 考

注必要とする地域は5万分の1地形図に記吸添付のこと。

別表2空中写真定価表 一
一
」

“

一
旬幸

一
砿
一
醒
一
蠅
一
蠅
一
和
一
卸
一
抑
一
卸
一
蛎
一
頂

考
搾
羅
癖
癖
搾
搾
羅
》
羅
羅

送
送
送
迭
送
送
送
送
送
送

り
り
り
り
り
り
り
り
り
り

燗
繼
峰
魑
耀
峰
耀
睦
耀
繼
燭

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

稜類

密芳写真(普通角）

密茄写真(広角）

クロス密茄写真(普通角）

クロス密蒲写真(広角）

引伸写真

クロス引伸写真

ポジフイルム(普通角）

ポジフイルム(広角）

縮小標定図

コピー擦定図

規格

18x18m1

24X24cm

18X18"

24X24qn

25倍伸45x45

2‘5倍伸45×45

18X18"

24x24m

誇尺10万分の1

縮尺10万分の1

◇森林航測編集委員会5月8日午

後2時から本会和室会談室において

開催。出席者：堀，福原，石戸，中

島，持田，西尾，正木の各委員と本

会から橋谷，中曽根。

◇第2回林業技術編集委員会5月

11日(月)，12時50分から本会新館会

議室において開催。出席者：鈴木

(郁),有馬,峯川,中村,石崎,野口の

各委員と本会から松原,八木沢,中元

◇第10回林業技術賞審査会5月12

日(火)，午後1時30分から本会新館

会議室において審査会を開催した。

◇第2回常務理事会5月25日(土）

正午から午後2時まで，本会和室会

議室で開催。出席者：検瀬，松形，

玉木，遠藤，池田，竹原の各理事と

本会から御II,石谷，松原，成松。

◇Dr.Hush来訪F･A．Oの林業

担当官であるニューハムプシャー大

学教授Dr.Hushは5月20日来日，

5月22日午後本会に来訪され，林野

庁，林業試験場，東京大学，本会等

の航測関係技術者と約3時間にわた

って懇談した。

◇「原色日本林業樹木図鑑」の割引

本会編集の（原色日本林業図鑑）

は本会でも販売いたしておりますが

本会を通じてお買上げの会員に限り

5％(375円)割引をいたします。

¥KA
ムミ

q

腰編集室から・匡忘鰯鷆驍誌
お米が今年ば，少な不作であるといわれている。足りな

い分は輸入で補いがつくらしいので，来年は少し匂いの

するお米を食べることになりそうだ。輸入といえば，木

材が第5位の輸入高を示し問題視されていぁ。舶来品と

いえば目の色を変える日本人だが，外米と外材だけはだ

れも自慢にする者はない。それにもかかわらず多量の輸

入にたよらねばならぬ事情は，林業にとっては，他産業

で輸入品の脅威が云之されているよりも，老えようによ

ってはもっと切実な問題ではないだろうか。（八木沢）

昭和39年6月10日発行

林業技術第267号

編集発行人松原茂
印刷所大日本印刷株式会社

口 一一セー一一

社団法人日本林業技術協会｜
東京都千代田区六番町七番地｜

電話（261）5281(代)～5I

（鍾替“60448稀）I
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東京都中央区日本橘室町2の1
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《レミントン・チエンソー日本販売総代理店》

<ゆ天塩川木材工業株式会社
本社北海遊中川郡美深町字若掻町1電話123番(代表）
機械部率京都江東区深川P‘！前イII$町2の4
（総代理店事務所）電鰭(641)1750･7731･7828･4576

五反田東京都品川区五反田2の304電話491局8505霧サービスセンター

’木建設に
で最高性
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特 長

操作簡単
強力耐久
軽量
移動容易

その他

AA型土建用ウインチ

各種索道器具
ワイヤロ一プ

チエンソー

索道設計・架設工事

長瀬鉄勇二斯
様式
会牡
本社三重県名張市上八町電話218．387
束京営業所東京都江東区深川永代2の9遜話（“1）2519
奈良営業所奈良県掻原市内膳町竜語〈美和穂原島)39主

』
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Lヂエンソー
傷害保険付強力ダイレクトドライブ式

自動調節チェーン給油装置ダイヤフラム気化器

０
１
１

I

公
一一

、皇八

伊藤萬株式会社機械部

Tel(271)2241(代）

Tel(21)1411(代）

大阪市東区本町4の49

名古屋市中区御幸本町4の19

東京都中央区日本橋大伝馬町2の6

TEL(860)7211(代表）

’ ’I、I

新製品発売〃

6万円台のチエンソー

カタログ進呈

町囎1秒
画期的新製品《D-25》の発表を期にクリン

トンチエンソーは全製品の値下を断行いたし

ました。買いやすくなったクリントンチエン

ソーを、この機会にぜひどうぞ､ノ

蕊）~・
寺、冬

1

I ■<D-25>は'j､型、軽量で取扱いが非常に楽にで

きます。

■ダイレクトドライブ方式ですので、どんな位世で

も切断が容易です。

■クリントン独自のローラーチッフ蜂はチエンがへら

ず、辿峻アップざれます。

■11t界一エンジンがかかりやすく、御婦人にも簡｣ii

に操作で詮ます。

林業の近代化・機械化は
〃クリントン〃で．／

I

日本クリントンエンジン株式会社
東京都千代銅区有楽町1の10三億ピル209(591)5038.5039

－一一一
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